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総　会

　第 30 回 定時総会開催通知

 下記により、第 30 回日本科学教育学会定時総会を開催いたします。会員各位のご参加をお願い

いたします。なお、ご参加されない場合には、同封の委任状にお名前、議案の賛否を記入し、ご

捺印の上、50 円切手を貼って、折り返しご投函ください。

記

会員各位

2006 年 7 月 20 日

日本科学教育学会

会長　小川 正賢

　日　時：2006 年 8 月 19 日（土）13:00 〜 14:30

　会　場：筑波学院大学

　　　　　〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻 3-1

　提出議案

　　第 1号議案　2005 年度事業報告及び収支決算書承認の件  　2 頁

　　第 2号議案　2006 年度事業計画及び予算案承認の件   　5 頁

　　第 3号議案　役員選任の承認の件     　7 頁

　　第 4号議案　定款の一部変更の承認の件    　7 頁

第 1号議案（案）

I.2005 年度（自 2005 年 7 月 1 日至 2006 年 6 月 30 日）事業報告書

  2005 年度に実施した事業は次のとおりである。（事業費 9,946 千円）

（1）機関誌等

1）「科学教育研究」第 29 巻第 3 号、第 4 号（英文号）、第 5 号、第 30 巻第 1 号を刊行し、会

員に配布した。科研費補助金研究成果公開促進費の補助を受け「科学教育研究」の拡充を図

ることができた。

2）「科学教育研究レター」No.170 〜 176 を刊行し、会員に配布した。

3）「年会論文集 29」を刊行し、申込者に配布した。

（2）年会

　第 29 回年会（2005 年 9 月 9 日（金）〜 9月 11 日（日））を岐阜大学で開催し、一般研究発表・

課題研究発表・シンポジウム・ワークショップ等を行った。

（3）学術交流等

1） アジア等諸外国の科学教育学会との交流の推進について検討を行った。

2） 教科「理科」関連学会協議会に参加し、理科教育の発展充実を図った。

（4）調査研究

　学会プロジェクトによる調査・研究を推進した。

科研費研究成果公開促進費によるシンポジウム「水族館と連携した科学教育・環境教育の方

策」（2005 年 11 月 26 日、別府市ビーコンプラザ）を開催した。

（5） 研究会活動
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研究会を年 6回開催した。

第1回 :第 5部会「これからの日本の教育における総合的な学習の役割」、2005年 8月 26日（金）、

兵庫教育大学・神戸サテライト

第 2 回 : 第 6 部会「社会・実践者・研究者の真の協働による新しい科学教育研究の構想」、

2005 年 9 月 9 日（金）、岐阜大学

第 3 回 : 第 3 部会「新世紀型理数科系教育と ICT の活用」、2005 年 11 月 5 日（土）、筑波学院

大学

第 4回 :第 4部会「地域と連携した科学教育とそのための人材養成」、2005 年 11 月 26 日（土）、

別府ビーコンプラザ

第 5 回 : 第 2 部会「理科授業力の向上に関する研究会」、2006 年 2 月 11 日（土）、国立教育政

策研究所

第 6回 :第 1部会「科学教育のための新しい学習支援の開発と実践」、2006 年 6 月 24 日（土）、

三重大学

（6）支部活動

全国 10 支部の活動を行った。

（7）学会賞

1） 国際貢献賞を贈呈した。

武村重和（JICA ケニア SMASSE 事務所アカデミックアドバイザー）

　業績 :アフリカ諸国の包括的な科学教育制度設計に関する国際貢献

2）科学教育実践賞を贈呈した。

  飯島康之（愛知教育大学）

業績 :インターネットを用いた図形の動的探求を支援する学習環境とコンテンツ開発

　稲垣成哲（神戸大学）、舟生日出男（茨城大学）、山口悦司（宮崎大学）

業績 :再構成型コンセプトマップ作成ソフトウェアの開発と教育実践研究の展開

3） 論文賞を贈呈した。

　清水欽也（広島大学）

受賞論文：我が国の理科カリキュラム改訂による一般成人の科学技術理解に対する効果 :

コーホート分析による「理科離れ」及び「学力低下」の検証」、科学教育研究、第 28 巻、

第 3号、pp.166-175、2004

　磯﨑哲夫（広島大学）

受賞論文：理科教員養成史研究（2）戦前における力量形成の方策としての教育実習の意義、

科学教育研究、第 28 巻、第 1号、pp.49-59、2004

4）奨励賞を贈呈した。

　竹中真希子（大分大学）

受賞論文：Web Knowledge Forum に支援されたアナロジーと概念変化、科学教育研究、第

29 巻、第 1号、pp.25-38、2005

　里岡亜紀（延岡市立熊野江中学校）

受賞論文：宮崎県総合博物館と連携した中学校における干潟の理科学習、科学教育研究、

第 28 巻、第 2号、pp.122-131、2004

5） 年会発表賞を贈呈した。

竹中真希子（大分大学）、黒田秀子（神戸大学発達科学部附属住吉小学校）、稲垣成哲（神

戸大学）

発表論文 : カメラ付き携帯電話を利用したフィールドワークプログラムの開発と評価：小

学校 2年生の生活科「冬みつけ」、第 28 回年会論文集、pp.303-306、2004

　古澤亜紀（東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科）

発表論文 :海」を鍵にした理科の学習　海水の蒸発乾固（岩塩）からみる大陸移動の教材化、

第 28 回年会論文集、pp. 401-402、2004

　東原義訓（信州大学）

発表論文 : 科学者の問いの連鎖を追体験する理科ディジタル教材の開発、第 28 回年会論

文集、pp. 569-570、2004

（8） 学会 IT 化

会員専用ホームページの利用の普及を図るとともに、インターフェースの改良を行った。
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II.2005 年度（自 2005 年 7 月 1 日至 2006 年 6 月 30 日）収支決算書

　収支決算書は、大髙 泉、戸北凱惟監事の会計監査を受け、適正と認められた。

1  一般会計

【収入の部】

科        目 予 算 額 決 算 額 差   額

 （1） 会費

   　 正会員会費

    　学生会員会費

    　公共会員会費

    　賛助会員会費

    　未納分会費

 （2） 入会金

 （3） 補助金

 （4） 広告料

 （5） 購読料

 （6） 著作権料

 （7） 雑収入

 （8） 学会活性化積立金取崩し

 （9） 前年度繰越収支差額

 9,506,000

  8,336,000

 215,000

 20,000

 135,000

 800,000

     100,000

 1,300,000

 120,000

 400,000

 120,000

 800,000

 500,000

 3,030,821

 8,772,000

 7,814,000

 240,000

     20,000

      90,000

      608,000

      81,000

     1,300,000

     120,000

     306,200

      159,808

      808,147

      500,000

    3,030,821 

 734,000

 522,000

  △    25,000

 0

 45,000

      192,000

       19,000

            0

             0

       93,800

 △    39,808

  △     8,147

             0

         0

　　収入合計  15,876,821  15,077,976  798,845

会 費 前 納 分 300,000

【支出の部】

科        目 予 算 額 決 算 額 差   額

 （1） 管理費

　　　役員会議等会議費

   　 旅費交通費

    　通信運搬費

   　 消耗品費

    　印刷費

    　諸謝金

　　　IT 調査・管理費 

    　負担金

    　雑費

 （2） 事業費

　　　科学教育研究誌

   　 科学教育研究レター

    　ホームページ

    　年会

    　学術交流等

    　調査・研究

　　　研究会活動推進

    　支部活動推進

 （3） 選挙管理費

 （4） 予備費

 4,817,000

      490,000

    1,450,000

      380,000

     120,000

     130,000

    1,152,000

      950,000

     95,000

     50,000

  9,946,000

    5,205,000

   1,251,000

    100,000

     820,000

    1,050,000

     550,000

     400,000

     570,000

      300,000

     813,821

 3,599,136

      86,039

    1,048,000

      291,092

      59,091

    65,100

    1,152,000

      825,869

      50,000

     21,945

    7,816,230

    3,735,252

    1,347,342

           0

     842,161

     566,035

     368,440

     400,000

     557,000

      276,148

            0

  1,217,864

     403,961

      402,000

        88,908

        60,909

       64,900

             0

       124,131

        45,000

     28,055

     2,129,770

     1,469,748

  △    96,342

      100,000

  △    22,161

      483,965

     181,560

        0

       13,000

        23,852

       813,821

　　支出合計  15,876,821  11,691,514  4,185,307

　　次年度繰越収支差額 3,386,462

　基金　8,852,959　　会員名簿積立金　588,346　　学会活性化積立金　590,026
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2 特別会計

【収入の部】

科        目 予 算 額 決 算 額 差   額

 （1） 大塚賞

    　前年度繰越収支差額

    　雑収入

 （2） 学会賞

    　前年度繰越収支差額

    　雑収入

  1,791,810

     1,791,710

          100

     234,333

      234,233

          100

  1,791,728

     1,791,710

          18

      234,239

      234,233

            6

   △        82

          0

  △        82

  △        91

            0

  △        91

　　収入合計  2,026,143  2,025,967  176

【支出の部】

科        目 予 算 額 決 算 額 差   額

 （1） 大塚賞

    　大塚賞

    　予備費

 （2） 学会賞

    　学術賞・論文賞・他

    　予備費

  1,791,810

      110,000

     1,681,810

 234,333

      140,000

       94,333

 0

            0

             0

      232,980

      232,980

            0

   1,791,810

      110,000

     1,681,800

        1,353

 △    92,980

       94,333

　　支出合計  2,026,143  2,025,967  176

【次年度繰越収支差額】

　（1） 大塚賞　1,791,728　　（2） 学会賞　1,259

 

第 2号議案（案）

I.2006 年度（自 2006 年 7 月 1 日至 2007 年 6 月 30 日）事業計画書

  2006 年度に実施する事業は次のとおりである。（事業費 10,945 千円）

（1）機関誌等

1）「科学教育研究」第 30 巻第 2号、第 3 号、第 4号（英文号）、第 5 号、第 31 巻第 1 号、第 2

号を刊行し、会員に配布する。科研費補助金研究成果公開促進費の補助を受け「科学教育研究」

の拡充を図る。

　2）「科学教育研究レター」No.177 〜 182 を刊行し、会員に配布する。

　3）「年会論文集 30」を刊行し、申込者に配布する。

（2）年会

第 30 回年会（2006 年 8 月 18 日（金）〜 8 月 20 日（日））を筑波学院大学で開催し、研究発

表・課題研究発表・シンポジウム・ワークショップ等を行う。

（3）学術交流等

1） アジア等諸外国の科学教育学会との交流の推進について検討を行う。ICASE 等の国際シンポ

ジウムへの会員の派遣を行う。

2） 教科「理科」関連学会協議会に参加し、理科教育の発展充実を図る。

（4） 調査・研究

学会プロジェクトによる調査・研究を推進する。

（5） 研究会活動

研究会を年 6回開催する。

第 1 回 : 第 6 部会「社会・実践者・研究者の真の協働による新しい科学教育研究の展開」、

2006 年 8 月 17 日（木）、筑波学院大学

第 2回以降については詳細未定。

（6）支部活動

全国 10 支部の活動を推進する。

（7）学会賞

1） 大塚賞を贈呈する。
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木村捨雄（名城大学）
　業績 :学会発展および科学教育研究推進への貢献

2）科学教育実践賞を贈呈する。
佐伯昭彦（金沢工業高等専門学校）、氏家亮子（金沢工業高等専門学校）
　業績 :ハンドヘルド・テクノロジーを活用した数学と物理の総合学習「数物ハンズオン」

3） 論文賞を贈呈する。
高垣マユミ（鎌倉女子大学）

受賞論文 :「水のすがたとゆくえ」の発話事例の解釈的分析−小集団の議論を通した概念変
化の様相−、科学教育研究、第 30 巻、第 1号、pp.27-36、200

  小川義和（国立科学博物館）、下條隆嗣（東京学芸大学）
受賞論文 : 小科学系博物館の学習資源と学習活動における児童の態度変容との関連性、科
学教育研究、第 28 巻、第 3号、pp. 158-165、2004

4）奨励賞を贈呈する。
三宅志穂（高知大学）

受賞論文 :フィールド・スタディーズ・カウンシルの歴史的展開過程：黎明期 (1943-1955)
におけるカウンシル・フォー・ザ・プロモーション・オブ・フィールド・スタディーズの
設立、科学教育研究、第 29 巻、第 3号、pp. 196-212、2005

畑中敏伸（東邦大学）
受賞論文 : フィリピンミンダナオ島ダバオ地区における中等学校物理教師の行う実験活動
の実態について、科学教育研究、第 28 巻、第 5号、pp. 315-324、2004

5） 年会発表賞を贈呈する。
平賀伸夫（愛知教育大学）、齋藤仁志（愛知教育大学）、三ツ川章（愛知教育大学）

発表論文 : 国語の教科書で扱われている科学的知識の調査−学校・博物館連携の具体化に
向けて−、第 29 回年会論文集、pp. 339-340、2005

山本智一（神戸大学発達科学部附属住吉小学校）
発表論文 : 子どもたちの思考過程の外化と共有化を支援する再構成型コンセプトマップ作
成ソフトウェア：小学校第５学年・理科 ｢ 動物の発生や成長 ｣ の実践事例、第 29 回年会
論文集、pp. 323-324、2005

小野村リサ（上越教育大学大学院）、西川　純（上越教育大学）
発表論文 : 中学校理科の学習におけるコミュニケーション、第 29 回年会論文集、pp. 
509-510、2005

（8）学会 IT 化
会員専用ホームページの利用の普及を図るとともに、インターフェイスの安定的運用を行う。

（9）会員名簿の発行
会員名簿を作成し、会員に配布する。

II.2006 年度（自 2006 年 7 月 1 日至 2007 年 6 月 30 日）予算書
1 一般会計

【収入の部】

科        目 予 算 額 備        考

 （1） 会費

    　正会員会費

    　学生会員会費

    　公共会員会費

    　賛助会員会費

    　未納分会費

 （2） 入会金

 （3） 補助金

 （4） 広告料

 （5） 購読料

 （6） 著作権料

 （7） 雑収入

 （8） 会員名簿積立金取崩し

 （9） 特別会計（学会賞）組入れ

 （9） 前年度繰越金

 9,660,000

    8,440,000

     225,000

      20,000

     135,000

     840,000

     100,000

    1,500,000

     120,000

     400,000

     150,000

     800,000

       588,346

       1,259

  3,386,462

 

   8,000 円× 1,055 名

  5,000 円×    45 名

 20,000 円×     1 名

 45,000 円×     3 名

  8,000 円×   105 名

  1,000 円×   100 名

 科学研究費補助金

 1 社

 30 件

 出版著作権、学術著作権、電子図書館

 別刷代、バックナンバー売上、利息等

　　収入合計  16,706,067
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【支出の部】

科        目 予 算 額 備        考

 （1） 管理費
　　　役員会議等会議費
   　 旅費交通費
   　 通信運搬費
   　 消耗品費
   　 印刷費
   　 諸謝金
　　　IT 調査・管理費
    　負担金
    　雑費
 （2） 事業費
　　　科学教育研究誌
   　 科学教育研究レター
   　 ホームページ
    　年会・学会賞
    　学術交流等
    　調査・研究
　　　研究会活動推進
    　支部活動推進
    　会員名簿
 （3） 積立金
 （4） 予備費

   4,897,000
      440,000
    1,600,000
      380,000
     120,000
     130,000
    1,152,000
      930,000
     95,000
     50,000
   10,945,000
    5,354,000
    1,251,000
      100,000
    1,020,000
    1,250,000
     250,000
     400,000
     570,000
      750,000
       500,000
      364,067

 
  理事会・評議員会等開催費
 理事交通費等
 庶務・経理文書の発送費、連絡費等
 文房具代、コピー紙代等
 封筒印刷費、振込用紙印刷費
 学会事務処理等
 システム運用保守、機能増強等
 ICASE 会費、日本学術協力財団
 振込手数料、他

 印刷費（年 6回）、発送、査読謝金等
 印刷費（年 6回） 、発送、編集謝金等
 英文ホームページ等
 第 31 回年会補助、年会企画費、学会賞
 国際交流、国内学術交流、有識者交流

 報告書印刷費等
 支部分配金
 印刷費、発送、編集謝金等
 学会活性化積立金

　　支出合計  16,706,067

　基金　8,852,959+ 利息　　学会活性化積立金　590,026+ 利息

2 特別会計

【収入の部】 【支出の部】

科        目 予 算 額 科        目 予 算 額

　前年度繰越収支差額
　雑収入

 1,791,728
 18

　大塚賞 (1 件 )
　予備費 

 110,000
 1,681,746

　　収入合計  1,791,746 　　支出合計  1,791,746

第 3号議案（案）

1. 役員選任規定による役員選挙の結果に基づき、次のとおり役員候補者を推薦する（任期 4年）。
理事候補者　飯島康之、稲垣成哲、大髙　泉、小倉　康、丹沢哲郎、中山　迅、東原義訓、益子典文
監事候補者　松原静郎

2. 役員選任規定による会長推薦理事候補者を推薦する。
理事候補者 （任期 4年）岩崎秀樹、加藤　浩

第 4号議案（案）

定款の一部を変更する。

改定案  現行

第 1章 総則
 （事務所）
第 2 条 本会は、事務所を会長の所属する機関
内に置く。

第 1章 総則
 （事務所）
第 2 条 本会は、事務所を東京都目黒区下目黒
6丁目5番 22号 国立教育政策研究所内に置く。
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　学会賞選考委員会では、会員からの推薦にもとづいて慎重に協議を重ね、候補者の選考を進め
てまいりました。そして、第 219 回理事会の議を経て、以下の会員に学会賞を授与することを決
定致しました。おめでとうございます。

【大塚賞】
木村捨雄 (名城大学 )
業績 :学会発展および科学教育研究推進への貢献
選定理由 : 木村氏の本学会への貢献は、管理・経営面、研究開発面、人材育成面、そのいずれに

おいても卓越しており、学会として、大塚賞を贈呈して顕彰するに値する多大な功績
が認められる。

【論文賞】
高垣マユミ (鎌倉女子大学 )
受賞論文 : 高垣マユミ 「水のすがたとゆくえ」の発話事例の解釈的分析 - 小集団の議論を通した

概念変化の様相 - 30(1) 研究論文
選定理由 : 児童の素朴概念を科学的概念へ変容させる研究として、概念変化を促す指導方略を開

発した上で、その学習過程のプロトコルを心理学の指標を用いて分析し、概念変化の
メカニズムを詳細に解明している点で高く評価できる。

小川義和 (国立科学博物館 )・下條隆嗣 (東京学芸大学 )
受賞論文 : 小川義和・下條隆嗣 科学系博物館の学習資源と学習活動における児童の態度変容と

の関連性 28(3) 研究論文
選定理由 : 学校による博物館の利用が盛んに成りつつあるが、そのような教育実践の重要性にい

ち早く着目し、その効果について具体的に検証した研究である。時代を切り開く先駆
的な研究として高く評価することが出来る。 

【奨励賞】
三宅志穂 (高知大学 )
受賞論文 : 三宅志穂・野上智行 フィールド・スタディーズ・カウンシルの歴史的展開過程 : 黎

明期 (1943-1955) におけるカウンシル・フォー・ザ・プロモーション・オブ・フィー
ルド・スタディーズの設立 29(3) 研究論文

選定理由 :FSC の設立当時における事業展開や組織マネジメントに対して歴史的にアプローチし
ており、現代の日本における科学教育において重要な課題とされている社会教育施設
と学校教育との連携を考える上で、重要な示唆を提供するものと高く評価できる。

畑中敏伸 (東邦大学 )
受賞論文 : 畑中敏伸・長洲南海男 フィリピンミンダナオ島ダバオ地区における中等学校物理教

師の行う実験活動の実態について 28(5) 研究論文
選定理由 : 本研究は、ケース・スタディを用いて発展途上国の地方の中等学校物理教師が抱える

問題とその原因を浮き彫りにしており、今後の国際協力のあり方を考える上で多くの
示唆を与えるものである。

【科学教育実践賞】
佐伯昭彦 (金沢工業高等専門学校 )・氏家亮子 (金沢工業高等専門学校 )
業績 :ハンドヘルド・テクノロジーを活用した数学と物理の総合学習「数物ハンズオン」
選定理由 :10 年前から日本で数学教育でのテクノロジーの利用の実践の草分けとして研究、実践

を続けている。その開発と実践から常に新しいアイディアと実践報告を提供し、年会
ワークショップの継続的開催、SPP 事業や FD 研修会での教員養成への貢献などを通し
て現場へも還元している。さらに、地域の教育機関との連携も行っている。

(学会賞担当理事 吉村、余田 )

学 会 賞

　2006 年度学会賞の決定について
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                   　　　年会企画委員会・年会実行委員会

1 年会テーマ : 社会に提案し社会と協働する科学教育研究の展開
2 期　日 :2006 年 8 月 18( 金 ) 〜 20 日 ( 日 )
 ※ 前日の午後 3 時から 8 時にかけて、若手の会と研究会第 6 部会とのジョイントセッション

が計画されています。前泊される方はそちらにもぜひご参加下さい。
3 会　場 :筑波学院大学 (〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻 3-1)
 ・アクセスと周辺地図 :http://www.tsukuba-g.ac.jp/access/map.html
4 交通機関 :
 【鉄道】「つくばエクスプレス」で、東京・秋葉原から 45 分、「つくば駅」下車、徒歩 7分。 
 【鉄道】JR 常磐線土浦駅下車、西口 ( バスのりば 2 番 ) から関東鉄道バス筑波大学中央行き、

約 25 分で図書館情報専門学群棟前・筑波学院大学下車。 
 【鉄道】JR 常磐線ひたち野うしく駅下車、関東鉄道バスまたは JR バス筑波大学中央行き、 約

25 分で図書館情報専門学群棟前・筑波学院大学下車。 
 【バス】東京駅八重洲南口から高速バス(特急つくば号)で約65分、つくばセンター下車徒歩7分。
 【循環バス】つくばセンターより「センター循環・北」乗車、図書館情報専門学群棟前下車で筑波

学院大学前着。料金 100円。
5 主　催 : 日本科学教育学会
 後　援 : 茨城県教育委員会、つくば市、つくば市教育委員会、土浦市教育委員会、牛久市教育委員会
6 年会ホームページ :http://jsse30.tsukuba-g.ac.jp/
7 日　程

年　会 　第 30 回年会案内（最終）

つくば発　科学教育・新時代

前日 第 1日目 第 2日目 第 3日目
17 日 18 日 19 日 20 日

9:00
受付 受付

受付 学会企画
課題研究
【2A1】

学会企画
課題研究
【3A2】

10:00

自主企画
課題研究
【1B1】

ワーク
ショップ
（一般公開）
【1W1】

展示
セッション
（一般公開）
【3D1】

一般研究発表
（ポスター形式
を含む）

【3G3】【3P1】

11:00
科学教育研究
セミナー【2I1】

12:00

昼食、各種委員会 U-18科学研究
コンクール
（ポスター発表、
一般公開）
【1U1】

昼食、
各種委員会

昼食、理事会
各種委員会

13:00

一般研究
発表
【1G1】

ワーク
ショップ
（一般公開）
【1W2】

総会・表彰 実行委員会企画シンポジウム
（一般公開）【3S2】14:00

15:00 国際交流
委員会企画
セッション
【1K1】

会長講演

若手の会 、
研究会

第6部会との
ジョイント
セッション
（セミナー、
ポスター発表、
懇親会）

一般研究発表
( 含英語
セッション )
【1G2】【1E1】

ワーク
ショップ
（一般公開）
【1W3】

学会企画
シンポジウム
【2S1】

自主企画課題研究【3B2】

ワーク
ショップ

（一般公開）
【3W4】

16:00

17:00
U-18 表彰式

イブニング・フォーラム【1F1】
18:00 科学教育研究

セミナー【2I2】理事会

19:00
顧問・理事・評議員・支部長合同会議

懇親会
20:00

※ 時間帯は概略です。企画が連続している場合、間に休憩時間がとられている場合があります。
○第 220 回理事会：8月 18 日 ( 金 )18：00 〜 18：30、1 号棟 1階第 5会議室
○第 221 回理事会：8月 20 日 ( 日 )12：00 〜 13：00、1 号棟 1階第 5会議室
○顧問・理事・評議員・支部長合同会議：8月 18 日 ( 金 )18：30 〜 20：00、１号棟１階第 6会議室
○懇親会：8月 19 日 ( 土 )18：30 〜 20：30、2 号棟 1階第 2食堂
○各種委員会

開催が確定している委員会は以下の通りです。それ以外については、年会ホームページでご確認ください。
　研究会運営委員会・支部会合同会議：8月 18 日 ( 金 )12：00 〜 13：00、1 号棟 3階 1312 教室
　編集委員会：8月 19 日 ( 土 )12：00 〜 13：00、1 号棟 3階 1310 教室
　広報委員会：8月 19 日 ( 土 )12：00 〜 13：00、1 号棟 3階 1311 教室
　年会企画委員会：8月 20 日 ( 日 )17：00 〜 17：30、1 号棟 1階第 5会議室
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8 内 容
====================【1 日目】8月 18 日 ( 金 )==============================

■ 自主企画課題研究
【第 1日 /午前】
テーマ：m-Learning: 科学教育をおもしろくするモバイルメディアの活用
日　時：8月 18 日 ( 金 )　10:00 〜 12:00　D 会場 (2 号棟 2階 2202 教室 )
オーガナイザー :竹中真希子 (大分大学 )
概　要 : 携帯性に優れたモバイルメディアの教育利用については、今日その実践的研究が進めら

れる中で、有効性が検証されはじめている。本課題研究では、科学教育をフィールドとし
て、こうしたモバイルメディアの実践的研究を重ねている 4人のパネリストの報告をもとに、
科学教育におけるモバイルメディアの活用と可能性を追究する。また、実践段階に入った
m-learning の科学教育への貢献について積極的な議論を展開できればと考えている。 

1B1-D1 企画趣旨説明　m-learning: 科学教育をおもしろくするモバイルメディアの活用
 竹中真希子 (大分大学 ) 
1B1-D2 ケータイで広がる学習環境 :家庭との連携における成果と課題
 ○竹中真希子 ( 大分大学 )、黒田秀子 ( 神戸大学発達科学部附属住吉小学校 / 神戸大学大学

院 )、稲垣成哲 ( 神戸大学 )、大久保正彦 ( 神戸大学 )、出口明子 ( 神戸大学大学院 / 日本学
術振興会特別研究員 )

1B1-D3 科学教育を支援するモバイルコンテンツのデザイン
 ○楠　房子 (多摩美術大学 )、山口尚子 (サイバーエージェント )
1B1-D4 おやこ de サイエンス : 携帯電話を活用した「科学実験をベースにした学習プログラム」

の開発
 ○中原　淳 (東京大学 )、山口悦司 (宮崎大学 )、望月俊男 (東京大学 )、西森年寿 (東京大学 )  
1B1-D5 センス・オブ・ワンダーを育むモバイル学習システムの開発と授業実践
 ○余田義彦 (同志社女子大学 )、久保田喜彦 (上越教育大学 )、山野井一夫 (筑波学院大学 )、

垣花京子 (筑波学院大学 )、荒木　勉 (筑波技術大学 )
1B1-D6 指定討論　科学教育になぜモバイルなのか -m-learning の目指すべき方向は ?-
 堀田龍也 (メディア教育開発センター )

テーマ：数学的モデリングの教育的意義とその有効性
日　時：8月 18 日 ( 金 )　10:00 〜 12:00　 E 会場 (2 号棟 2階 2203 教室）
オーガナイザー :佐伯昭彦 (金沢工業高等専門学校 )
概　要 : 昨年の自主企画課題研究では、数学的モデリングの授業を構想する際に必要な留意点、

教材の題材を選定する着眼点等について議論した。本年は、なぜ数学的モデリングを授業の
中に取り組むのかについての教育的意義、さらに、その有効性について実際の実践事例をも
とに具体的に紹介しながら議論する。 

1B1-E1 企画趣旨説明 数学的モデリングの教育的意義とその有効性
 佐伯昭彦 (金沢工業高等専門学校 )
1B1-E2 「微分方程式」の学習における学生の「関心・意欲・態度」の変容〜自然現象を取り扱った「微

分方程式」の学習〜
 ○佐伯昭彦 (金沢工業高等専門学校 )、氏家亮子 (金沢工業高等専門学校 )
1B1-E3 初等メカトロニクス教具レゴを用いた数学的モデリング教材
 松嵜昭雄 (筑波大学附属駒場中・高等学校 )
1B1-E4 数学的モデル化を中心としたカリキュラムとその具体化
 ○西村圭一 ( 東京学芸大学附属大泉中学校 )、植野美穂 ( 東京学芸大学附属高等学校大泉校

舎 )、松元新一郎 ( 東京学芸大学附属大泉中学校 )、清野辰彦 ( 東京学芸大学附属世田谷小
学校 )、本田千春 ( 東京学芸大学附属大泉中学校 )、田中賢治 ( 東京学芸大学附属高等学校
大泉校舎 )、指田昭樹 ( 東京学芸大学附属高等学校大泉校舎 )、細矢和博 ( 東京大学教育学
部附属中等教育学校 ) 中本信子 ( 東京学芸大学附属竹早中学校 )、小林　廉 ( 東京学芸大学
大学院 )、田中義久 (東京学芸大学連合大学院 )

1B1-E5 数学的モデリングを促進する考え方を育成する教育的理由
 池田敏和 (横浜国立大学 )

テーマ：サイレント・レボリューション・・・科学教育の危機を脱するために
日　時：8月 18 日 ( 金 )　10:00 〜 12:00　F 会場 (2 号棟 2階 2206 教室 )
オーガナイザー :加納寛子 (山形大学 )
概　要 : わが国は「科学技術創造立国」として世界に貢献しようとしているが、3 つの危機に直

面している。第一は科学に関する市民的教養の危機であり、第二は大学における科学者養成
の危機であり、第三は学校における科学教育の危機である。この三つの危機は密接に関連し
ているが、それぞれ独自に議論することが必要である。そこで、市民的教養に大きく貢献す
るメディアの立場から、大学における科学者養成の立場から、そして学校教育における科学
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教育についてそれぞれ議論していく。 
1B1-F1 企画趣旨説明 サイレント・レボリューション・・・科学教育の危機を脱するために
 加納寛子 (山形大学 )
1B1-F2 科学教育のための情報技術を活用した効果的な指導方法に関する検討 -Web コンテンツは

科学への興味関心を促すか -
 加納寛子 (山形大学 )
1B1-F3 科学教育に対するメディアの果たす役割
 青木　繁 (日本放送協会 )  
1B1-F4 学校教育における理科教育の果たす役割について
 川村康文 (信州大学 )
1B1-F5 学校数学における創造的な学習指導の展望と創造性育成 
 小原　豊 (鳴門教育大学教員教育国際協力センター )
指定討論者 :松田良一 (東京大学 )

テーマ：次世代のためのエネルギー教育
日　時：8月 18 日 ( 金 )　10:00 〜 12:00　G 会場 (2 号棟 2階 2207 教室 )
オーガナイザー :長洲南海男 (常葉学園大学、前筑波大学大学院 ) 
概　要 : 有限であるエネルギーに関して、次世代に対する現世代の責務が問われている。次期学

習指導要領にも、総合的な学習としてのエネルギー教育が検討されている。筑波大学エネル
ギー教育研究会では、平成 14 年度より筑波大学を中心に、茨城県の小・中・高等学校の教
員、行政の教育担当者・エネルギー担当者、企業の広報担当者等が集まり研究を継続してい
る。その成果を各学校で、エネルギー教育として実践し、さらに深化・発展させてきている。
今回は、その活動の内容と各学校段階の実践を報告する。 

1B1-G1 次世代のためのエネルギー教育 -筑波大学エネルギー教育研究会の取り組み -
 長洲南海男 (筑波大学エネルギー教育研究会 /常葉学園大学 ) 
1B1-G2 小学校における意思決定過程を生かしたエネルギー教育の取り組み - 次世代のためのエ

ネルギー教育に向けて -
 ○市村　毅 ( つくば市立吾妻小学校 )、町田貴子 ( つくば市立吾妻小学校 )、内倉明美 ( つ

くば市立吾妻小学校 )
1B1-G3 五軒小学校におけるエネルギー環境教育 - リーダーキッズが支える総合的判断思考の確

立への取り組み
 滑川さゆり (水戸市立五軒小学校 )
1B1-G4 中学校における新エネルギー教育の実践 -総合的判断思考を高める取り組み -
 板橋夏樹 (茨城県行方市立玉造中学校 ) 
1B1-G5 つくば市立谷田部東中学校におけるエネルギー教育実践から - 体験から思考し環境に優

しい生活を目指して -
 ○吉田　淳 (つくば市立豊里中学校 )、諸田裕子 (つくば市立谷田部東中学校 )、中嶋洋子 (つ

くば市立谷田部東中学校 )  
1B1-G6 高等学校におけるエネルギー教育 -生徒一人一人に総合的判断思考を促す取り組み - 

○藤井健司 (茗溪学園中学校高等学校 )、中村泰輔 (茗溪学園中学校高等学校 )、小田島寛 (茗
溪学園中学校高等学校 ) 

テーマ：数学科における熟練教師の力量を探る -授業の国際比較研究の成果から -
日　時：8月 18 日 ( 金 )　10:00 〜 12:00　I 会場 (2 号棟 3階 2302 教室 )
オーガナイザー :清水美憲 (筑波大学大学院 ) 
概　要 : 日本を含む 12 カ国の参加による数学科授業の国際比較研究「学習者の観点からの授業

研究」(Learner's Perspective Study:LPS) では、それぞれの参加国で 3 名の経験豊かな教
師の授業を 10 単位時間以上連続で収録し、児童・教師に対するインタビューデータを含め
て分析してきた。本課題研究では、この LPS による教師の教授行動の分析結果に基づいて、
日本の熟練教師の教授行動の特徴を、複数の授業間の関連や学習者への関与などいくつかの
観点から考察するとともに、他国との比較を加味して浮き彫りにする。 

1B1-I1 問題解決を重視した授業における生徒の数学的意味構成:LPS日本データ (J-1)の分析から
 日野圭子 (宇都宮大学 )
1B1-I2 数学科授業におけるディスコースの一貫性に関する研究枠組みについて
 関口靖弘 (山口大学 ) 
1B1-I3 数学科授業における概念発達のための相互作用領域の構成:単元の導入課題の機能に着目して
 大谷　実 (金沢大学 ) 
1B1-I4 数学科における我が国の熟練教師の板書の特徴 :授業の国際比較研究の成果から
 中村光一 (上越教育大学 ) 
1B1-I5 数学科授業における「まとめ」の形態と機能の分析 :国際比較を通して
 清水美憲 (筑波大学大学院 ) 
指定討論者 :藤井斉亮 (東京学芸大学 ) 
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テーマ：科学教育と自然体験学習 (2)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　10:00 〜 12:00　J 会場 (2 号棟 3階 2303 教室 )
オーガナイザー :降旗信一 (( 社 ) 日本ネイチャーゲーム協会 )、宮野純次 (京都女子大学 ) 
概　要 : 本セッションでは、昨年度に引き続き、今日の科学技術社会に生きる人々にとって、自

然体験を生かした学習がどのような意義や価値をもっているのか、また、その展望をどのよ
うに描いていけばよいのかについて、科学教育の立場から検討する。そこで発表では、社会
教育や学校教育でこれまで実践されてきた自然体験学習について、その指導者養成のあり方
を、科学教育の立場から考察する。 

1B1-J1 科学教育としてのネイチャーゲームの可能性
 降旗信一 (( 社 ) 日本ネイチャーゲーム協会 )
1B1-J2 科学教育と自然体験学習を行き来するために -ネイチャーゲームを題材として -
 郡司晴元 (茨城大学 )  
1B1-J3 自然体験学習の授業づくりと教師の成長
 藤井浩樹 (県立広島大学 ) 
1B1-J4 指導者養成のための自然体験学習カリキュラムの開発と展開
 ○宮野純次 (京都女子大学 )、高桑　進 (京都女子大学 ) 
1B1-J5 大学における自然体験学習指導者養成カリキュラム
 ○能條　歩 (北海道教育大学岩見沢校 )、前田和司 (北海道教育大学岩見沢校 )、山本理人 (北

海道教育大学岩見沢校 )、速水　修 (北海道教育大学岩見沢校 ) 

テーマ：PDA とセンシングボードを活用した小学校での環境問題学習
日　時：8月 18 日 ( 金 )　10:00 〜 12:00　K 会場 (2 号棟 3階 2306 教室 )
オーガナイザー :杉本雅則 (東京大学 )
概　要 : 本研究グループが、神戸大学附属住吉小学校にて行っているプロジェクトについて紹介

する。構築された環境問題学習支援システム CarettaKids の特徴は、複数の子ども達が同時
に参加できる共有空間 ( センシングボード ) と、各々の子どもが利用する個人空間 (PDA) と
がシームレスに統合されている点である。CarettaKids プロジェクトの現在までの成果を紹
介するとともに、情報通信技術を用いた小学校での協調学習支援のあり方について、指定討
論者とともにインテンシブな議論を行う。 

1B1-K1 PDA とセンシングボードを活用した小学校での環境問題学習
 ○杉本雅則 ( 東京大学 )、楠　房子 ( 多摩美術大学 )、稲垣成哲 ( 神戸大学 )、山口悦司 ( 宮

崎大学 )、橘　早苗 ( 三木市立緑が丘中学校 )、山本智一 ( 神戸大学発達科学部附属住吉小
学校 )、竹内雄一郎 (東京大学 )、出口明子 (神戸大学大学院 )、関　孝雄 (福井県立聾学校 )  

1B1-K2 PDA とセンシングボードシステムを活用した実践のあゆみ 
 ○稲垣成哲 ( 神戸大学 )、楠　房子 ( 多摩美術大学 )、杉本雅則 ( 東京大学 )、山口悦司 ( 宮

崎大学 )、橘　早苗 ( 三木市立緑が丘中学校 )、山本智一 ( 神戸大学発達科学部附属住吉小
学校 )、竹内雄一郎 (東京大学 )、出口明子 (神戸大学大学院 )、関　孝雄 (福井県立聾学校 )

1B1-K3 PDA とセンシングボードを活用した理科授業のデザイン
 ○橘　早苗 ( 三木市立緑が丘中学校 )、山本智一 ( 神戸大学発達科学部附属住吉小学校 )、

杉本雅則 ( 東京大学 )、楠　房子 ( 多摩美術大学 )、稲垣成哲 ( 神戸大学 )、山口悦司 ( 宮崎
大学 )、竹内雄一郎 (東京大学 )、出口明子 (神戸大学大学院 )、関　孝雄 (福井県立聾学校 )

1B1-K4 PDA とセンシングボードを活用した学習の評価
 ○山口悦司 ( 宮崎大学 )、関　孝雄 ( 福井県立聾学校 )、出口明子 ( 神戸大学大学院 )、杉本

雅則 ( 東京大学 )、楠　房子 ( 多摩美術大学 )、稲垣成哲 ( 神戸大学 )、橘　早苗 ( 三木市立
緑が丘中学校 )、山本智一 (神戸大学発達科学部附属住吉小学校 )、竹内雄一郎 (東京大学 )  

指定討論者 :加藤　浩 (メディア教育開発センター ) 、鈴木真理子 (滋賀大学 )

■ 国際交流委員会企画セッション
テーマ :科学教育研究の国際的推進と課題 -台湾の場合 -
日　時 :8 月 18 日 ( 金 ) 14:30 〜 16:30  B 会場 (2 号棟 1階 2101 教室 )
趣　旨 : 昨年度は、米国 NSTA 会長に Springer、 Mathematics Education Library のエディタ

をお招きし、欧米との学術交流機会を設けました。今年度は、東洋での学術交流機会を拡
大する立場から、国際誌 Springer、 International Journal of Science and Mathematics 
Education を運営し海外から多数を招聘した国際会議を例年開催するなど、漢字文化圏にあ
りがなら研究活動を国際的に展開する台湾の学術関係者を招待し、台湾の科学教育研究の現
状と課題そして科学教育研究国際化の方策などの話題を提供いただき、本学会員との交流機
会を設けるとともに、科学教育研究の国際化を検討します。

司　会 :礒田正美 (筑波大学 )
1K1-B1 Promoting a Bilateral Collaboration Program in Science Education: Issues and Actions
 Fou-Lai Lin Department of Mathematics, National Taiwan Normal University( 林福来、 

台湾科学院数学・理科教育長、 国立台湾師範大学教授、シュプリンガー・国際数学理科教育
誌編集長 )
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1K1-B2 A Brief Introduction of the Development of Science Education in Taiwan 
 Chen-yung Lin, Professor of Science Education, Department of Life Science, Director 

of Science Education Center, National Taiwan Normal University( 林陳涌、国立台湾師
範大学教授、科学教育センター長 )

1K1-B3 A New Approach of Neurocognition in Science Education Research and Further 
Implications

 Chiaju Liu, Associate Professor, Correspondent for Cognitive Psychology laboratory in 
Science education, National Kaohsiung Normal University(劉嘉茹、国立高雄師範大学助教授)

■ 一般研究発表 (口頭発表 )
【第 1日 / 午後・前半】
セッション :科学教育連携システム
日　時：8月 18 日 ( 金 )　13:00 〜 14:50　D 会場 (2 号棟 2階 2202 教室 )
座　長：三宅志穂 (高知大学 )、小川義和 (国立科学博物館 )
1G1-D1 ミュージアムコミュニケーション -社会と連携・協働する博物館 -
 小川義和 (国立科学博物館 )
1G1-D2 科学系博物館等におけるサイエンスコミュニケーションの現状
 ○三上戸美 ( 株式会社乃村工藝社 )、小川義和 ( 国立科学博物館 )、高田浩二 ( 海の中道海

洋生態科学館 )、高安礼士 (千葉県総合教育センター )
1G1-D3 初等・中等教育へのアウトリーチ活動 - 海外での調査に基づいて -
 ○佐藤明子 ( お茶の水女子大学サイエンス & エデュケーションセンター )、室伏きみ子 ( お

茶の水女子大学 )
1G1-D4 理数科における高大連携教育の影響に関する中間報告 - 理数科卒業生の動向から SSH の

効果を推測する -
 進藤明彦 (岡山県立岡山一宮高等学校 )
1G1-D5 FSC の歴史的展開過程 : 組織マネジメントにおける特質と組織の維持・発展をもたらし

たリソースに関する検討
 三宅志穂 (高知大学 )

セッション :科学教育各論 (1)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　13:00 〜 14:50　E 会場 (2 号棟 2階 2203 教室 )
座　長：松尾七重 (千葉大学 )、岸本忠之 (富山大学 ) 
1G1-E1 高校統計教育における教材開発の枠組みに関する研究 - 下位目標に基づく 2 つの軸の設

定を通して -
 ○小口祐一 (盛岡大学 )、 武田正司 (盛岡大学 )、 春日菜穂美 (盛岡大学 )
1G1-E2 一斉授業における正負の数の計算に関する導入場面における話し合い
 岸本忠之 (富山大学 )
1G1-E3 中学校において分数の除法の計算方法の意味を問い直す学習指導の意義に関する研究
 ○友部真弓 (千葉大学大学院 )、河端善登 (千葉大学大学院 )、小林隆義 (千葉大学大学院 )、

柴本大介 ( 千葉大学大学院 )、宮崎　望 ( 千葉大学大学院 )、荒木　昇 ( 千葉大学教育学部
附属中学校 )、松尾七重 (千葉大学 )

1G1-E4 図形の定義についての捉え方の実態 - 図形学習後の小学校 6 年生と図形の定義学習前の
中学校 2年生の比較 -

 松尾七重 (千葉大学 )
1G1-E5 図形の証明における洞察に関する生徒の実態
 河端善登 (千葉大学大学院 )

セッション :教材開発 (1)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　13:00 〜 14:50　F 会場 (2 号棟 2階 2206 教室 )
座　長：礒田正美 (筑波大学大学院 )、江見圭司 (京都情報大学院大学 ) 
1G1-F1 図形の敷き詰めのための学習環境に関する研究 -Flash を用いた Web アプリケーションの

開発を中心に -
 齋藤俊輔 (愛知教育大学大学院 )
1G1-F2 作図ツールを利用した三角形の諸心についての新たな教材化
 金田和豊 (愛知教育大学大学院 )
1G1-F3 科学教育を指向した数学教材の開発 関数とグラフ
 江見圭司 (京都情報大学院大学 )
1G1-F4 科学博物館等における数学展示・実験教具とその実践手法の開発研究
 ○礒田正美 ( 筑波大学大学院 )、小川義和 ( 国立科学博物館 )、江山静海 ( 筑波大学教育研

究科 )、大和田裕子 (筑波大学教育研究科 )、豊﨑絵美 (筑波大学教育研究科 )、中村信介 (筑
波大学教育研究科 )

1G1-F5 統計的リテラシーの階層をとらえる方法論についての検討
 青山和裕 (筑波大学人間総合科学研究科 )
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セッション :教育実践・科学授業開発 (1)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　13:00 〜 14:50　G 会場 (2 号棟 2階 2207 教室 )
座　長：加藤伸子 (筑波技術大学 )、魚住明生 (富山大学 ) 
1G1-G1 科学技術教育における教材の開発 - ローバーコンテストを取り入れた教材に関する一考察-
 魚住明生 (富山大学 )
1G1-G2 ロボット活用実験を取り入れた ICT 教育に関する検討
 ○成瀬喜則 ( 富山商船高等専門学校 )、栂　伸司 ( 富山商船高等専門学校 )、早勢欣和 ( 富

山商船高等専門学校 )
1G1-G3 地域の技術を題材とした中学校技術科における技術習得型教材開発 - 岐阜県飛騨地方に

おける木材加工技術「千鳥格子」の教材化 -
 ○倉坪慎一 ( 岐阜大学大学院・高山サテライト教室 )、益子典文 ( 岐阜大学総合情報メディ

アセンター )
1G1-G4 「総合」、「情報」、「数学」を融合した授業実践
 石塚　学 (栃木県立佐野高等学校 )
1G1-G5 聴覚障害学生のためのワークショップを活用した専門教育の試み
 ○加藤伸子 (筑波技術大学 )、伊藤三千代 (筑波技術大学 )、内藤一郎 (筑波技術大学 )

セッション :科学認識
日　時：8月 18 日 ( 金 )　13:00 〜 14:50　I 会場 (2 号棟 3階 2302 教室 )
座　長：宮地　功 (岡山理科大学 )、加藤　浩 (メディア教育開発センター ) 
1G1-I1 ものづくりに関する技能における空間認識力の検討
 ○瀬戸崎典夫 (九州大学大学院芸術工学府 )、森田裕介 (長崎大学 )、 藤木　卓 (長崎大学 )
1G1-I2 社会構成主義から見た相互評価の意義
 ○加藤　浩 ( メディア教育開発センター / 総合研究大学院大学 )、山下　淳 ( 筑波大学 )、

藤原康宏(岩手県立大学/総合研究大学院大学)、鈴木栄幸(茨城大学/総合研究大学院大学)
1G1-I3 幼児教育教員にもとめられる環境構成の特徴 - 教育実習テキストにおける実習日誌の記

述内容に着目して -
 郡司賀透 (郡山女子大学 )
1G1-I4 小学校理科における物質の粒子像導入の可能性
 ○勝呂創太 ( 東京学芸大学 )、葉山　優 ( 東京学芸大学 )、小嶋美也子 ( 東京学芸大学 )、圓

谷秀雄 ( 東京学芸大学附属竹早小学校 )、金田知之 ( 東京学芸大学附属竹早小学校 )、下條
隆嗣 (東京学芸大学 )

1G1-I5 理数科の課題研究に対する生徒のイメージ形成の変化
 宮地　功 (岡山理科大学 )
 
セッション :教育実践・科学授業開発 (2)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　13:00 〜 14:50　J 会場 (2 号棟 3階 2303 教室 )
座　長：三崎　隆 (北海道教育大学釧路校 )、高垣マユミ (鎌倉女子大学 )
1G1-J1 生活科におけるフィールドワーク授業の評価・検討の試み - 子どもたちの行動・発話の

分析を通して -
 ○坂田尚子 (静岡大学 )、高垣マユミ (鎌倉女子大学 )、森嘉代子 (川根小学校 )
1G1-J2 ケータイを活用した生活科の授業 :2 年生「季節見つけ」の年間カリキュラムの改善
 ○黒田秀子 ( 神戸大学発達科学部附属住吉小学校 / 神戸大学大学院 )、竹中真希子 ( 大分大

学 )、稲垣成哲 ( 神戸大学 )、大久保正彦 ( 神戸大学 )、出口明子 ( 神戸大学大学院 / 日本学
術振興会特別研究員 )

1G1-J3 具体物の利用が子どもの分数理解に与える影響
 石井康博 (早稲田大学大学院 )
1G1-J4 数学リメディアル講座の内容が数学に対する態度と達成度の変化に与える影響
 ○御園真史 (東京工業大学大学院 )、赤堀侃司 (東京工業大学大学院 )
1G1-J5 成績上位・中位・下位の生徒同士による gatekeeper と end user の会話に関する一考察
 三崎　隆 (北海道教育大学釧路校 )

【第 1日 / 午後・後半】
セッション :国際比較・国際貢献 (国際支援 )(1)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　15:10 〜 17:00　D 会場 (2 号棟 2階 2202 教室 )
座　長：吉岡亮衛 (国立教育政策研究所 )、坂谷内勝 (国立教育政策研究所 ) 
1G2-D1 海外の日本語教育機関における IT 整備と利用に関する実態調査
 坂谷内勝 (国立教育政策研究所 )
1G2-D2 TIMSS1999 理科授業ビデオ研究の結果
 ○小倉　康 ( 国立教育政策研究所 )、松原静郎 ( 国立教育政策研究所 )、猿田祐嗣 ( 国立教

育政策研究所)、鳩貝太郎(国立教育政策研究所)、三宅征夫(国立教育政策研究所)、吉田　淳(愛
知教育大学)、熊野善介(静岡大学)、人見久城(宇都宮大学)、隅田　学(愛媛大学)、中山　迅(宮
崎大学)、益子典文(岐阜大学)
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1G2-D3 高等学校における情報教育の中日比較 :教科書の比較を手がかりに
 楊　導核 (神戸大学大学院 )
1G2-D4 日独の高校 1年生を対象とした科学に対する情意面における比較
 ○吉岡亮衛 ( 国立教育政策研究所 )、藤田剛志 ( 千葉大学 )、シュテファン・カイザー ( 筑

波大学 )
1G2-D5 インターネットを用いたテフラに関する国内・海外との協同学習モデルの開発 (1)- モデ

ル開発の計画と初期の実践事例 -
 ○中山　迅 ( 宮崎大学 )、宇田津徹朗 ( 宮崎大学 )、稲垣成哲 ( 神戸大学 )、高橋治郎 ( 愛媛

大学 )、山口悦司 ( 宮崎大学 )、里岡亜紀 ( 高原町立高原中学校 )、大黒孝文 ( 神戸大学発達
科学部附属住吉中学校 )

セッション :科学教育人材養成
日　時：8月 18 日 ( 金 )　15:10 〜 17:00　E 会場 (2 号棟 2階 2203 教室 )
座　長：凍田和美 (大分県立芸術文化短期大学 )、高橋庸哉 (北海道教育大学 ) 
1G2-E1 授業に活かさせる小学校教員研修ワークショッププログラムの開発 - 天気情報と空気・

大気に関する実験を素材として -
 ○高橋庸哉 (北海道教育大学 )、坪田幸政 (桜美林大学 )
1G2-E2 千葉県長期研修生・教育研究集会 (理科 )の研究動向
 山下修一 (千葉大学 )
1G2-E3 教員における実践型校外研修の一例〜授業公開の継続を通した異校種教員による検討から〜
 ○加藤正弘 ( 社西小学校 )、伊佐公男 ( 福井大学 )、小鍛治優 ( 上志比中学校 )、深江千代一

(INSS)
1G2-E4 SSH 研究開発指定校の海外姉妹校におけるサイエンス研修プログラムの開発に向けて
 辻　泰史 ( 岡山県立倉敷天城高等学校 )、中野修一 ( 岡山県立倉敷天城高等学校 )、○中山

広文 (岡山県立新設中学校開校準備事務局 )
1G2-E5 地域情報化における IT ボランティア
 ○凍田和美 ( 大分県立芸術文化短期大学 )、佐藤麻代 ( 大分県立芸術文化短期大学 )、 清家

美香 (大分県立芸術文化短期大学 )

セッション :教材開発 (2)
日　時：8月 18 日 ( 金 ) 15:10 〜 17:00　F 会場 (2 号棟 2階 2206 教室 )
座　長：山本勝博 (茨城大学 )、中林健一 (宮崎大学 ) 
1G2-F1 フェナジン光増感反応による二酸化炭素の固定 - グリーン・ケミストリー教育への反応系

の利用 -
 ○中垣亜佑美 (宮崎大学 )、中林健一 (宮崎大学 )
1G2-F2 色素増感太陽電池の教材化
 ○横山育生 (宮崎大学大学院 )、中林健一 (宮崎大学 )
1G2-F3 中和反応を扱ったモジュール教材に関する実践研究
 山岡武邦 (愛媛県立伯方高等学校 )
1G2-F4 鉱物を活用した化学実験教材の開発
 山本勝博 (茨城大学 )

セッション :教育実践・科学授業開発 (3)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　15:10 〜 17:00　G 会場 (2 号棟 2階 2207 教室 )
座　長：益子典文 (岐阜大学 )、久田隆基 (静岡大学 ) 
1G2-G1 理科における導入のあり方に関する一考察 - 学び合いを取り入れた授業における「導入

工夫型授業」と「導入短縮型授業」の比較から -
 ○神崎弘範 (上越教育大学大学院 )、西川　純 (上越教育大学 )
1G2-G2 科学的思考とコミュニケーション活動を促す理科教材の開発 - 既習事項と自然事象にお

ける相互作用との結びつけ -
 ○久田隆基 ( 静岡大学 )、萱野貴広 ( 静岡大学 )、大石真司 ( 静岡大学教育学部附属島田中

学校 )、岡田　朗 (静岡大学教育学部附属浜松小学校 )
1G2-G3 外化と内省が理解に与える効果 -「植物の体のつくりと働き」の学習を事例に -
 清水　誠 (埼玉大学 )、渡邉文代 (埼玉大学大学院 )、○安田修一 (蓮田市立蓮田南中学校 )
1G2-G4 異なる事例を用いた小学校理科単元の設計と学習者の認識 - 日常・内挿・外挿事例によ

る単元設計の効果 -
 ○溝上正雄 (岐阜大学大学院教育学研究科・高山サテライト教室 )、益子典文 (岐阜大学 )
1G2-G5 事例外挿法による教材開発における事例選択基準の検討
 ○益子典文 ( 岐阜大学 )、川上綾子 ( 鳴門教育大学 )、牛山幸彦 ( 新潟大学 )、水野敏孝 ( 高

松市立玉藻中学校 )
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セッション :IT・メディア利用の科学教育システム (1)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　15:10 〜 17:00　I 会場 (2 号棟 3階 2302 教室 )
座　長：須曽野仁志 (三重大学 )、二見尚之 (湘南工科大学 ) 
1G2-I1 月面体感型 VR システムのためのマップ提示機能
 ○小林秀明 ( 総合研究大学院大学 )、浅井紀久夫 ( 総合研究大学院 / 独立行政法人メディア

教育開発センター )
1G2-I2 2 進法、文字コードに関する Web 型教材の開発
 二見尚之 (湘南工科大学 )
1G2-I3 大学生によるビデオ作品協働制作とデジタルストリーテリング
 ○須曽野仁志 ( 三重大学 )、下村　勉 ( 三重大学 )、織田揮準 ( 皇學館大学 )、大野恵理 ( 北

アリゾナ大学 )
1G2-I4 EBS 実験を用いたニュートン第三法則の発見学習 -「ニュートンに挑戦」プロジェクト -
 ○今井　功 (千葉市立新宿中学校 )、平嶋　宗 (広島大学大学院工学研究科 )、堀口知也 (神

戸大学 )、東本崇仁 (広島大学大学院 )
1G2-I5 協同学習を支援する再構成型コンセプトマップ作成ソフトウェア : 生徒からみたソフト

ウェアの有効性と概念変換に与える効果
 ○大黒孝文 ( 神戸大学発達科学部附属住吉中学校 / 神戸大学大学院 )、出口明子 ( 神戸大学

大学院/日本学術振興会特別研究員)、山口悦司(宮崎大学)、舟生日出男(広島大学大学院)、
稲垣成哲 (神戸大学 )

セッション :教育実践・科学授業開発 (4)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　15:10 〜 17:00　J 会場 (2 号棟 3階 2303 教室 )
座　長：溝邊和成 (広島大学大学院 )、松原静郎 (国立教育政策研究所 ) 
1G2-J1 理系・非理系による理科問題の定着率の違い 理数長期追跡研究より
 ○松原静郎 (国立教育政策研究所 )、猿田祐嗣 (国立教育政策研究所 )
1G2-J2 理科教科書における記述量の多寡と児童・生徒の好み -「花のつくり」を例にして -
 ○岩間淳子 (東京学芸大学 )、松原静郎 (国立教育政策研究所 )、下條隆嗣 (東京学芸大学 )
1G2-J3 社会と数学の架け橋としての数学啓蒙活動の実践
 渡辺　信 (東海大学 )
1G2-J4 ペレストロイカ期における科学主義と科学の基礎
 山路裕昭 (長崎大学 )
1G2-J5 戦後初期の明石附小プランにおける理科的な内容 −通知表「私の成長簿 (1952)」に示さ

れた記録を手がかりに−
 溝邊和成 (広島大学大学院 )

セッション :英語セッション (English Session)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　15:10 〜 17:00　K 会場 (2 号棟 3階 2306 教室 )
Chair: Hiroki Yahara (University of Tsukuba), Emiko Suzuki (Tsukuba Gakuin University)
1E1-K1 Relationship between Student Self-assessment and Constructivist Learner Scale 

CLS Score: A Case for Student Involvement in Assessment Process
 Nasir Mahmood (IER, University of the Punjab)
1E1-K2 Exploring Student-Centered Learning of Biology in Japanese High Schools: 

Considering its Adaptability to the Kenyan Situation
 KISANGI, Albert Kayesa (Graduate School for International Development and 

Cooperation, Hiroshima University)
1E1-K3 Development of e-Learning Contents with ICT in Informatics Focused on secondary 

level software training
 ○ Olivera BANJAC (Electrotechical High School Prijedor, Bosnia and Herzegovina), 

Takeshi MIYAKAWA (University of Tsukuba), Hiroki YAHARA (University of Tsukuba),  
Masami ISODA (University of Tsukuba)

1E1-K4 Development of Mathematics Learning Contents with ICT -Focused on Complex Number 
Contents of “Interactive Lessons”-

 ○ Anton VRDOLJAK (University of Mostar, Bosnia and Herzegovina),  Kazuhiro AOYAMA 
(University of Tsukuba), Hiroki YAHARA (University of Tsukuba), Masami ISODA 
(University of Tsukuba)

1E1-K5 Development of Learning Contents with ICT in Mathematics Focused on elementary 
interactive angle contents

 ○ Nadia BOUZ-ASAL (University of Sarajevo, Bosnia and Herzegovina), Kimiho CHINO 
(University of Tsukuba), Hiroki YAHARA (University of Tsukuba), Masami ISODA 
(University of Tsukuba)
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■ ワークショップ
　最新の指導法、実験法、教材、システムなどについて参加・体験を通して学べます。誰でも予
約なしで自由に参加できます。

1W1-T1
テーマ :フリーの協同学習ツール「Kneading Board」で授業を変える―実践事例紹介と操作実習―
日　時：8月 18 日 ( 金 )　10:00 〜 12:00　T 会場 (1 号棟 2階第 3演習室 )
担当者 : 鈴木栄幸 (茨城大学 )、舟生日出男 (広島大学 )、久保田善彦 (上越教育大学 )、加藤　浩

(メディア教育開発センター ）
概　要 : 同期型画面共有システム「Kneading Board」の設定、操作方法を解説するとともに、こ

のシステムの理科の授業での活用法について、参加者とともに議論します。次のような内
容を盛り込む予定です。・Kneading Board の設計思想の解説・インストールと操作の方法・
Kneading Board を活用した理科授業の実践例紹介・参加してくださった現場の先生方を交え
て、Kneading Board を利用した授業実践の立案 

1W2-T1
テーマ :反復再生可能型描画システム Polka を使う科学的モデルの学習支援 (3)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　13:00 〜 15:00　T 会場 (1 号棟 2階第 3演習室 )
担当者 :中山　迅 (宮崎大学 )、林　敏浩 (香川大学 ) 
概　要 : 反復再生可能型描画システム Polka は、宮崎大学教育文化学部の中山　迅と香川大学総

合情報基盤センターの林　敏浩が協同で開発している理科学習支援用のWindowsソフトです。
理科では、児童・生徒に自然の仕組みについての考えを表現させるために線を使った絵を描
かせることがあります。「描画法」と呼ばれるこの方法は、自然の仕組みをモデル的にとら
えさせる学習において特に有効です。しかし、紙の上に描く場合は、児童・生徒の考えが変
化する度に最初から描き直さなければなりません。そこで、このソフトウェアを使えば、描
いたものを必要な部分だけ修正して新しい考えを表現することができます。しかも、書き加
えたり修正したりした過程が記録されているので、それをくり返し再生して自分の考えの変
化の過程を振り返って見ることができます。この機能を使えば、児童・自身が自分の思考や
概念変化の過程を認識できるだけでなく、それを他人に見せながら説明することで、学習の
過程を共有することができます。Ver.1.4 β 2 からは「しおり」機能も実装されています。
このワークショップでは、Polka を実際に使っていただきながら、理科授業での利用につい
てみなさんといっしょに考えたいと思います。

1W3-L1 
テーマ :ハンドヘルド・テクノロジーを活用した数学と物理の総合学習 (3)
日　時：8月 18 日 ( 金 )　15:00 〜 17:00　L 会場 (2 号棟 3階 2307 教室 )
担当者 : 氏家亮子(金沢工業高等専門学校)、佐伯昭彦(金沢工業高等専門学校)、土田　理(鹿児

島大学)、佐藤　一(静岡県立御殿場高等学校)
概　要 : 企画者らが開発した数学と物理との総合学習の教材を実際に体験し、その有効性につい

て議論します。この教材では、物理現象のデータをハンドヘルド・テクノロジー(グラフ電卓、
センサー、データ収集機 ) を活用して収集し、データを数学的・物理的に探究します。ワー
クショップでは、人間の歩くという運動をテーマに取り上げ、データを収集し、その運動の
様子を視覚的に観察したり、数学的にモデル化を行う教材をもとに、次のようなアクティビ
ティを予定しています。(1) ハンドヘルド・テクノロジーの紹介と操作練習 (2) 活用事例の
紹介 (3) 実際の実演 (4) 教材の配布 

1W3-T1 
テーマ :ケータイを利用した楽しいフィールドワーク (2)
日　時：8月 18 日 ( 金 )15:00 〜 17:00  T 会場 (1 号棟 2階第 3演習室 )
担当者 : 竹中真希子 ( 大分大学 )、黒田秀子 ( 神戸大学発達科学部附属住吉小学校 / 神戸大学大

学院 )、大久保正彦 (神戸大学 )、稲垣成哲 (神戸大学 ) 
概　要 : 今、ケータイの教育利用が注目されてきています。このワークショップでは、ケータイ

と Web をシームレスに結ぶシステムである clippicKids を使い、学習活動におけるケータイ
の有効的な利用について検討します。今年、ご紹介する clippicKids は、昨年のワークショッ
プで利用したもの ( ケータイで撮影した画像を E-mail で送信し PC の Web ブラウザで閲覧・
編集できるシステム ) をさらに発展させ、ケータイからの Web ページ閲覧ができるようにな
りました。ご参加のみなさまには、実際に clippicKids を体験していただくとともに、教育
デバイスとして注目されているケータイを活用した学習支援の可能性について考究していた
だく機会をご提供できるものと思います。実際の授業での利用事例なども報告いたします。 
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■ U-18 科学研究コンクール 研究発表と表彰式 (一般公開 )
　科学する心を育てることを目指し、小学生、中学生、高校生、高専生 (18 歳以下 ) を対象とし
て科学研究 ( 数学、理科、技術、総合的な学習など ) を発表する会を開催します。科学・科学教
育の専門家が着想やプロセス ( 研究の進め方や考え方 ) のよさを重視して助言・評価を行い、優
れた研究については表彰を行います。第 30 回年会の特別記念企画です。
研究発表(ポスター発表)：8月18日(金)　12:00〜14:30　S会場(1号棟2階オープンスペース)
表彰式：8月 18 日 ( 金 )　16:30 〜 17:00　B 会場 (2 号棟 1階 2101 教室 )

■ イブニングフォーラム
テーマ :「科学教育研究」の過去を振り返り未来を語る
　第 30 回の特別記念企画として、3 名の登壇者に学会のこれまでの 30 年間の歩みを振り返り、
これから進むべき方向性についてフォーラム形式で自由に語り合っていただきます。冷たい飲み
物を用意していますので、喉を潤しながら、ぜひご参加下さい。 
登壇者 :木村捨雄 (元会長 )、伊藤　卓 (副会長 )、三宅征夫 (顧問 ) 
司　会 :小川正賢 (会長 )
日　時：8月 18 日 ( 金 )　17:00 〜 18:00　B 会場 (2 号棟 1階 2101 教室 )

====================【2 日目】8月 19 日 ( 土 )==============================

■ 学会企画シンポジウム
テーマ :社会に提案し社会と協働する科学教育研究 -学会として何を社会に提案するのか -
日　時：8月 19 日 ( 土 )　15 時〜 17 時 30 分　A会場 (1 号棟 2階大教室 )
趣　旨 : 日本科学教育学会 30 周年記念事業のスローガン「社会に提案し社会と協働する科学教

育研究」に関し、これまでの研究とその成果をさらに発展させ、現代の社会的ニーズに対応
する新しい科学教育研究のあり方を模索し、昨年度の総会および年会におけるシンポジウム
おいて、各方面の識者から問題点の指摘と新しいご提案を頂き、会員の立場でそれに対する
考え方を示してきた。また、昨年度の年会においては、このシンポジウムに加えて、学会企
画としてスローガンに関連する課題研究も 5 件発表された。しかしながら、必ずしも相互の
関連性が重視されてきたとは言えない。個々のシンポジウムや課題研究では、会員の精緻な
研究成果でありながらも、スローガンの下での統一性がとれてはいても、それが「学会とし
て社会に提案する」という意味においては全体として統一性が希薄であり、加えて、とかく
学会における発表のみが評価され、公表されたその研究成果や知見の検証がこれまでなされ
てこなかった。本年度は、昨年度の反省にたち、ホリスティック・アプローチを援用して、
研究者あるいは研究グループ個々の研究成果を統一テーマのもとで融合し、学会としてそれ
らを社会に発信していくことを目的とする。そのため、昨年同様「社会に提案し社会と協働
する科学教育研究」をメインテーマとし、「学会として何を社会に提案するのか」をサブテー
マとする。また、「社会」をどう位置づけるかについては多様な解釈がされるけれども、教
育改革に向けた研究知見に基づく信頼性の高い提言を行うことを意図し、本年度は主として
教育行政、教育実践者、教育研究者を対象とする。

司会 :磯﨑哲夫 (広島大学大学院 )
2S1-A1 社会的ニーズに応える近未来の科学教育課程開発の基本コンセプト
 小林辰至 (上越教育大学 )
2S1-A2 新世紀型理数科系教育の展開研究に関連して
 飯島康之 (愛知教育大学 )
2S1-A3 新しい理科教育の枠組みの提案
 伊藤　卓 (横浜国立大学名誉教授 )
2S1-A4 高等科学教育研究が目指すものとは何か 
 鈴木　誠 (北海道大学 )
2S1-A5 科学教育がより社会性を持つために 
 田代英俊 (( 財 ) 日本科学技術振興財団 /科学技術館 )
指定討論者 :小川正賢 (日本科学教育学会会長・神戸大学 )、吉田　淳 (愛知教育大学 )

■ 学会企画課題研究
【第 2日 /午前】
テーマ:高等科学教育の新展開 -我々は、21世紀科学技術社会を担う人材をいかに養成すべきか-
日　時：8月 19 日 ( 土 )　9:00 〜 11:00　B 会場 (2 号棟 1階 2101 教室 )
オーガナイザー :鈴木　誠 (北海道大学 ) 
趣　旨 : 日本は依然として、国際競争力の指標である IMD や WEF で下位に低迷する。科学技術立

国を宣言した現在、国際的に最高水準の研究者や高度の科学技術者の養成が、大学院重点化
が進む大学において急務とされている。その中で、高等科学教育がどのようにそれらに関与
していかなければならないか、現状の問題点と具体的な教育プログラムについて議論を深め
たい。また、最先端の科学技術系企業では現在どのような人材育成で行われているのか、高
等科学教育に何を求めているのかいないのか忌憚のない意見をお願いしたい。一方高等科学
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教育は文明だけではなく、知的財産や社会福祉といった文化にも貢献しなければならない。
本セッションでは、これらの問題点を含めながら、新しい科学教育 ( 初等中等教育を含む )
のあり方を模索するものである。 

2A1-B1 人材教育における考察方法論・メタプロセスの必要性について
 田中秀樹 (NTT データ先端技術株式会社 )
2A1-B2　「思いこみ」は諸刃の剣 :企業における事例と思いこみを活かせる人材育成
 池田文人 (北海道大学 )
2A1-B3 システムエンジニアから見た日本の教育
 外處　理 (ニイウス株式会社 )
2A1-B4 テクノリテラシーの低下に対して大学は何ができるか
 山本　強 (北海道大学大学院 ) 
2A1-B5 医療系・医療技術系大学における科学系職業人養成教育 
 阿部和厚 (北海道医療大学 ) 
指定討論者 :池田文人 (北海道大学 ) 

テーマ :新世紀型理数科系教育の展開の結実 2
日　時：8月 19 日 ( 土 )　9:00 〜 11:00  C 会場 (2 号棟 2階 2201 教室 )
オーガナイザー :飯島康之 (愛知教育大学 )、岸本忠之 (富山大学 ) 
趣　旨 :特定領域・新世紀型理数科系教育の 5年間の研究成果を踏まえた上で、今、あるいは明

日使える研究成果にこだわるだけでなく、10 年後くらいを射程においたときに何が残せてい
るかを考えたい。 セッションの内容 :「特定領域・新世紀型理数科系教育」には 5つの班が
設定されているので、各班における研究成果を踏まえた発表を行う。各班に所属する発表者が、
自己の研究成果、または班内におけるいつかの研究成果を総括して、未来への提言を発表する。 

2A1-C1 企画趣旨説明 10 年後の理数科系教育の展望
 岸本忠之 (富山大学 )
2A1-C2 A01 班「教育内容と学習の適時性に関する研究」からみた 10 年後の理数科系教育の展望
 猿田祐嗣 (国立教育政策研究所 ) 
2A1-C3 A02 班 論理的思考力や創造性、独創性を育むための教育内容や指導方法、教材等の研究
 高橋三男 (東京工業高等専門学校 ) 
2A1-C4 A03 班 知識基盤社会における新たなカリキュラム開発サイクルとその典型
 礒田正美 (筑波大学大学院 ) 
2A1-C5 A04 班 10 年後の IT がもたらす理数科系教育システムの展望
 三浦元喜 (北陸先端科学技術大学院大学 ) 
2A1-C6 A05 班 自然に対する意識における理系教員と文系教員の差及び世代による変容
 ○天ヶ瀬正博 (奈良女子大学 )、麻生　武 (奈良女子大学 )

テーマ :サイエンスコミュニケーション活性化のための博物館・科学館の新しいチャレンジ
日　時： 8 月 19 日 ( 土 ) 9:00 〜 11:00  H 会場 (2 号棟 3階 2301 教室 )
オーガナイザー :田代英俊 (科学技術館 )、楠　房子 (多摩美術大学 ) 
概　要 :対話型科学技術社会構築のための方策として、博物館・科学館ではさまざまなコミュニケー

ション活動が展開されている。本企画では、各地の博物館・科学館で行われている先進的な活
動事例、新たなチャレンジについて報告していただく。そして、この実践事例を踏まえる中で、
サイエンスコミュニケーションにおける博物館・科学館の新たな役割、方法論を浮き彫りにする。 

2A1-H1 サウンドスポット :スピーカーアレイ技術による次世代音声展示支援システム
 ○佐藤一郎 ( 国立情報学研究所 )、楠　房子 ( 多摩美術大学 )、溝口　博 ( 東京理科大学 )、

稲垣成哲 (神戸大学 )
2A1-H2 ポッドキャスティングを用いた英語ガイドによる恐竜展支援とリピータのためのワーク

シートの工夫
 ○籔本美孝 (北九州市立自然史・歴史博物館 )、真鍋　真 (国立科学博物館 )、粟野由美 (東

京造形大学 )、吉村浩一 (法政大学 )、関口洋美 (大分県立芸術文化短期大学 )、上永邦代 (北
九州市企画政策室 )、山崎美加 (アクティオ )、東麻由子 (アクティオ )

2A1-H3 デジタル技術を活用した移動水族館
 ○横山芳浩 ( 新江ノ島水族館 )、崎山直夫 ( 新江ノ島水族館 )、奥野　光 ( 科学技術館 )、小

林みか (科学技術館 )、高幣俊之 (理化学研究所 )
2A1-H4 携帯電話のテレビ電話機能を使用した学校への出張授業の実践
 ○真鍋　真 (国立科学博物館 )、吉見八重 (愛媛県立図書館 )、東　智子 (愛媛県立図書館 )、

原田光一郎 (国立科学博物館 )、岩崎誠司 (国立科学博物館 )、吉村浩一 (法政大学 ) 
2A1-H5 こども天体観察教室における地域連携による「アストロバイオロジー教室」の開発
 ○木村かおる (科学技術館 )、田代英俊 (科学技術館 )、石井雅幸 (千代田区立九段小学校 )
2A1-H6 教育・学習における科学コミュニケーションの役割
 小倉　康 (国立教育政策研究所 )
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テーマ :科学・技術科・数学科の統合カリキュラムの構成原理・方法・プランの提言
日　時： 8 月 19 日 ( 土 )　9:00 〜 11:00　M 会場 (1 号棟 3階 1308 教室 )
オーガナイザー :小林辰至 (上越教育大学 ) 
概　要 : 昨年度学会に設置されたプロジェクトにおいて、科学・技術・数学の統合的なカリキュ

ラムの検討が進められてきた。これは、近年西欧諸国を中心に科学の捉え方が拡張され、実
生活においてもこれら 3 者の関連性がますます深まる中、本学会としても、この課題に緊急
に対処すべく開始されたものである。そこで、本企画においては、プロジェクトにおけるこ
れまでの議論をまず紹介する。そして、諸外国の動向を紹介しながら、統合の原理と方法、
そして具体的なプランについて、理科・技術科・数学科教育の研究者から提言してもらい、
学会員から広く意見を求めたい。その結果は、今後のプロジェクトの議論に反映される。 

2A1-M1 科学・技術科・数学科の統合カリキュラムの構成原理・方法・プランの提言
 小林辰至 (上越教育大学 )
2A1-M2 技術的素養の育成を目指す新教育課程開発 -文科省研究開発学校の事例研究から -
 山崎貞登 (上越教育大学 ) 
2A1-M3 科学・技術科・数学科の統合カリキュラムの構成に向けて -算数・数学教育の立場から -
 国宗　進 (静岡大学 )
2A1-M4 科学・技術科・数学科の統合カリキュラムの構成原理・方法・プランの提言:理科教育の立場から
 丹沢哲郎 (静岡大学 ) 

■ 科学教育研究セミナー
　独創的・先端的な研究で学会を牽引している会員に、研究成果や最新の動向などを 1 時間ほど
かけて解説してもらいます。 

【第 2日 /午前】
2I1-B1 科学技術に関する一般成人意識調査 (2001 年 ) は我が国の科学教育に何を語るのか ?
 清水欽也 (広島大学大学院 )
日　時： 8 月 19 日 ( 土 ) 11:00 〜 12:00  B 会場 (2 号棟 1階 2101 教室 )　
司　会：浅田茂裕（埼玉大学）
 
2I1-C1 科学教育研究の方法論的アプローチ 
 磯﨑哲夫 (広島大学大学院 )
日　時： 8 月 19 日 ( 土 ) 11:00 〜 12:00 C 会場 (2 号棟 2階 2201 教室 )
司　会： 丹沢哲郎（静岡大学）
 

【第 2日 /午後】
2I2-A1 特定 (領域 )研究 :「教育の現代化」から「新世紀型理数科系教育」における科学教育・教

育工学研究-TOKIWA-K1、MILESTONE CAI、・・、N-SATEM1、新科学知、「問いの体系」、多様性教育、
統計教育の実践研究 5段階統計的探究プロセスモデル「八つ手の葉はほんとうに8枚か ?」-

 木村捨雄 (名城大学 )
日　時： 8 月 19 日 ( 土 ) 17:30 〜 18:30 A 会場 (1 号棟 2階大教室 )
司　会：浅田茂裕（埼玉大学）

====================【3 日目】8月 20 日 ( 日 )==============================

■ 実行委員会企画シンポジウム
テーマ :科学の最先端の研究者からの科学教育への提言 - つくばからの発信 -       
日　時：8月 20 日 ( 日 )　13 時〜 15 時　A会場 (1 号棟 2階大教室 )
趣　旨 : 現在、科学技術の発展とともに国際的に最高水準の研究者や高度の科学技術者が必要と

されている一方、子供たちの理数離れが起きている。本学会の会員の多くは科学教育、理数
科教育をより効果的に行い、日本の将来を担う立派な科学技術者を育てて行きたいと考えて
いる。そこで、本シンポジウムでは、つくば市にある大学および研究所等で、最先端の研究
に携わっておられる研究者の方々から、最新の研究成果をふまえ、これからの科学教育への
期待と提言をしていただき、学会企画の課題研究にも挙げられている新しい科学教育 ( 初等
中等教育を含む )の方向性を発信する。 

司　会 : 小川正賢 (日本科学教育学会会長・神戸大学 )
3S2-A1 技術を身近に感じるために -ロボット工学の立場から -
 油田信一 (筑波大学・教授 )
3S2-A2 遺伝子 ON にして可能性をのばす 
 村上和雄 (筑波大学名誉教授 )
3S2-A3 高エネルギー物理学の視点から 
 小林　誠 (前高エネルギー加速器研究機構・素粒子原子核研究所所長 )
3S2-A4 科学実験の新しいツール -重さのない世界 -
 清水順一郎 (宇宙航空研究開発機構・筑波宇宙センター長 ) 
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3S2-A5 新ヒューマンインタフェース :感性と感覚情報処理
 吉田真澄 (筑波学院大学・教授 )

■ 学会企画課題研究
【第 3日 /午前】
テーマ :持続可能な社会のための科学教育の提言
日　時： 8 月 20 日 ( 日 )　9:00 〜 11:00　B 会場 (2 号棟 1階 2101 教室 )
オーガナイザー :加藤　浩 (メディア教育開発センター )、荻原　彰 (三重大学 ) 
概　要 : 地球環境を維持し資源循環型社会を作り上げることは、持続可能な社会のために不可欠で

あるが、それを実現するためには、地道な教育を通して人々の意識を変えていくことが必要と
なる。その教育には、環境教育はもとより、自然科学、人文科学、国際理解など広範な学問領
域が含まれる。そこで「持続可能な社会」という観点から科学教育の体系を見直すことにより、
新たな科学教育の方向性が見えてくるのではないだろうか。本学会の特色である学際性を生か
し、ESD(Education for Sustainable Development)という科学教育の新しい方向性を展望する。

3A2-B1 持続可能な開発のための教育の推進に向けた科学教育の貢献
 鈴木克徳 (国際連合大学高等研究所 )
3A2-B2 わが国における国連持続可能な開発のための教育の 10 年の取り組みと課題 - 科学教育へ

の期待をこめて -
 阿部　治 (立教大学、 ESD-J)
3A2-B3 仙台市での行政と市民のパートナーシップ
 小金澤孝昭 (杜の都の市民環境教育・学習推進会議 ) 
3A2-B4 ESD と科学教育 -新しい相互依存関係の展望 -
 荻原　彰 (三重大学 )

テーマ :新教育課程における「理科」のあるべき姿
日　時：8月 20 日 ( 日 )　9:00 〜 11:00  C 会場 (2 号棟 2階 2201 教室 )
オーガナイザー :廣井　禎 (未来科学技術情報館 ) 
概　要 : 次期教育課程は平成 19 年度までに成案を得ることになっている。この時期に、理科・

科学教育についての研究や討議を積み上げてきた私たち CSERS が、小・中・高校の教科理科
に関する教育内容について検討することは、次に時代を担う国民がどのような科学・技術の
素養を備えるべきかを考えるとき、極めて重要である。検討にあたっては、各学年でその内
容を扱う意味とともに、能力面でその学年が扱う準備が整っているか、その内容を扱うこと
によってどのような能力が育っていくかについても留意する。また、小中・中高などの教科
内容の接続についても検討したい。 

3A2-C1 新教育課程における「理科」のあるべき姿 -企画趣旨 -
 廣井　禎 (前未来科学技術情報館 )
3A2-C2 新教育課程における「理科」のあるべき姿‐小学校理科教育の立場から‐
 馬場勝良 (慶應義塾幼稚舎 ) 
3A2-C3 新教育課程における「理科」のあるべき姿‐中学校現場の立場から‐
 荘司隆一 (筑波大学附属中学校 ) 
3A2-C4 新教育課程における「理科」のあるべき姿‐次期学習指導要領へ生物教育の立場から‐
 佐藤由紀夫 (東京都立新宿高等学校 ) 
3A2-C5 新教育課程における「理科」のあるべき姿‐中・高カリキュラムの連携‐
 村石幸正 (東京大学教育学部附属中等教育学校 )

■ 自主企画課題研究
【第 3日 /午後】
テーマ：つくば市小中学校の実践にみる授業改善の取り組み
日　時：8月 20 日 ( 日 )　15:00 〜 17:00　D 会場 (2 号棟 2階 2202 教室 )
オーガナイザー :高藤清美 (筑波学院大学 ) 
概　要 :IT や様々な教育資源の活用、地域の知識ソースの活用、学校間の共同学習の実践など、

授業や学習方法の改善に積極的に取り組み、様々な実績を上げ続けているつくば市の小中学
校の取り組みを概観し、その考え方や手法を明らかにする。さらに、つくば市の小中学校教
員による実践報告により、学校現場での具体的な取り組み方法、および成果や課題について
報告を得る。以上をもとに、教育の質の向上と子ども達の学習意欲の向上を目指すための提
案や提言を得る。さらに科学教育研究の取り組むべき課題を明らかにすることを目的とする。 

3B2-D1 中学校におけるエネルギー・環境問題への挑戦と取り組み - 総合的な学習の時間及び全
教科における試み -

 ○石黒正美 (つくば市教育委員会 )、松田啓寿 (つくば市立吾妻中学校 )
3B2-D2 少人数指導・TT 指導の効果的な指導の在り方 - 中学校第 3 学年「細胞と生物のふえ方」

の実践を通して -
 小松節子 (つくば市立並木中学校 ) 
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3B2-D3 算数ディベートフォーラムで算数的表現力を伸ばす
 小林　力 (つくば市立手代木南小学校 )
3B2-D4 学習用グループウェア「スタディノート」を使った、数学における協調学習
 ○杉田慶也 (つくば市手代木中学校 )、礒田正美 (筑波大学 )、余田義彦 (同志社女子大学 ) 
3B2-D5 新世紀科学教育課程の開発に向けて
 齊藤敬信 (つくば市立竹園東小学校 ) 
3B2-D6 無線 LAN を活用した「わかる」授業の研究
 山田摩耶 (つくば市立吉沼小学校 )
指定討論者 :久保田善彦 (上越教育大学 ) 

テーマ：こんなのどうですか、情報の授業 -3 年間の教科「情報」の授業の実態と今後の課題 -
日　時：8月 20 日 ( 日 )　15:00 〜 17:00　E 会場 (2 号棟 2階 2203 教室 )
オーガナイザー :垣花京子 (筑波学院大学 ) 
概　要 : 教科「情報」の授業は、2003 年度から 2005 年度にかけてすべての高校で始まり、多く

の問題を抱えながら各学校が工夫し、その成果を上げている。いろいろな学会での教育研究
会の議論では立場によって教科「情報」に求めるものがかなり違っている。本自主企画課題
研究では、情報の授業を実践してきた高校の先生を中心に現在の授業の状況とその効果につ
いて発表していただき、高度 IT 化時代の人材不足に対応するための情報教育なのか、高度
情報化社会で生きていくための情報教育なのかを議論し、今後の教科「情報」をより効果的
な科目とするための提言をすることを目的とする。 

3B2-E1 企画趣旨説明 こんなのどうですか、情報の授業−教科「情報」の授業の実態と今後の課題− 
垣花京子 (筑波学院大学 )

3B2-E2 教科「情報」の履修内容に関する調査
 津賀宗充 (茨城県立鉾田第一高等学校 )
3B2-E3 並木高等学校における「情報 A」の教育活動
 塩野雅代 (茨城県立並木高等学校 )
3B2-E4 教科「情報」における実践と課題
 小原　格 (東京都立町田高等学校 ) 
3B2-E5  普通教科「情報」の実践から提案する学習内容
 大貫和則 (茗溪学園中学校高等学校 )
3B2-E6 情報科で「統計・データ処理」を教えよう
 大西俊弘 (奈良女子大学附属中等教育学校 ) 
指定討論者 :堀口秀嗣 (常磐大学 ) 

テーマ：持続可能な社会のための科学教育の提言
日　時：8月 20 日 ( 日 )　15:00 〜 17:00　F 会場 (2 号棟 2階 2206 教室 )
オーガナイザー :荻原　彰 (三重大学 )、加藤　浩 (メディア教育開発センター )
趣旨 : 地球環境を維持し資源循環型社会を作り上げることは、持続可能な社会のために不可欠で

あるが、それを実現するためには、地道な教育を通して人々の意識を変えていくことが必要
となる。その教育には、環境教育はもとより、自然科学、人文科学、国際理解など広範な学
問領域が含まれる。そこで「持続可能な社会」という観点から科学教育の体系を見直すこと
により、新たな科学教育の方向性が見えてくるのではないだろうか。学会企画課題研究は、
本学会の特色である学際性を生かし、科学教育の新しい方向性を展望する。それに対して自
主企画研究では、「環境教育のネットワーク作りと、それぞれのネットワークの特性を生か
した実践」ということに焦点をおく。各実践者がどのように地域の中にネットワークを広げ、
どのような実践を行ってきたか、またその展望などを示し、それをもとに議論する。 

3B2-F1 持続可能な開発のための教育 (ESD) を進める連携のかたち :国連大学・ESD に関する地域
の拠点 (RCE) の事例から

 望月要子 (国際連合大学高等研究所 ) 
3B2-F2 「環境を見つめる活動」としての博物館活動
 戸田　孝 (滋賀県立琵琶湖博物館 )
3B2-F3 子どもと大人が協働でつくる持続可能な社会〜霞ヶ浦アサザプロジェクト〜
 ○飯島　博 (特定非営利活動法人アサザ基金 )、吉沼育子 (石岡市立石岡小学校 )    

テーマ：博物館・動物園と学校・社会との連携
日　時：8月 20 日 ( 日 )　15:00 〜 17:00　G 会場 (2 号棟 2階 2207 教室 )
オーガナイザー:小田泰史(蒲郡市立蒲郡中学校)、竹ノ下祐二(財団法人日本モンキーセンター) 
概　要 : 博物館・動物園と学校との連携の必要性やその方法はこれまでも議論され、実践されて

きた。私たちが行ってきた研修会や実践現場の中では、「連携」といいつつも「利用」になっ
てはいないかという問題が提起された。本企画では、授業としての「連携」実践や社会への
はたらきかけに関する報告をする。その中で、利用ではなく私たちの考える連携のために、
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今後どのような視点が必要であるのかを検討していく。 
3B2-G1 博物館・学校連携を取り巻く状況は進展しているのか -後発の立場から見て -
 高野　智 (日本モンキーセンター ) 
3B2-G2 教師支援を目的とした学校・博物館連携
 ○三ツ川章(愛知教育大学大学院)、齊藤仁志(エス・アイ・クリエイト)、平賀伸夫(三重大学) 
3B2-G3 博物館との連携による授業の実践と課題
 寺田安孝 (愛知県立成章高等学校 ) 
3B2-G4 学びの場を地域へ広げる連携の試み
 ○山中敦子 ( 蒲郡情報ネットワークセンター / 生命の海科学館 )、小林龍二 ( 竹島水族館 )、

村越英昭 (愛知県教育センター )、小田泰史 (蒲郡市立蒲郡中学校 )、川上紳一 (岐阜大学 )
3B2-G5 研究活動への参加による科学的態度の育成 -ガボンにおける野生類人猿調査の事例から -
 竹ノ下祐二 (日本モンキーセンター )
3B2-G6 博物館・動物園と学校・社会との連携
 小田泰史 (愛知県蒲郡市立蒲郡中学校 )
指定討論者 :郡司晴元 (茨城大学 ) 

テーマ：IT を使ったインタラクションのある学習のデザイン
日　時：8月 20 日 ( 日 )　15:00 〜 17:00　I 会場 (2 号棟 3階 2302 教室 )
オーガナイザー :楠　房子 (多摩美術大学 )、稲垣成哲 (神戸大学 ) 
概　要 :「IT を使ったインタラクションのある学習のデザイン」をテーマとして、テクノロジに

よる学習支援の可能性を検討する。とくに、テクノロジが提供する新しいタイプのインタラ
クションがどのように学習を支援するのか、その学習のデザインはいかなる特徴を持つのか、
などの問題を集中的に議論できればと考えている。取り上げる内容は、手話学習、博物館学習、
数学学習、理科学習の 4つの分野を予定している。 

3B2-I1 IT 教材による手話学習の効用
 ○生田目美紀 (筑波技術大学 )、原田　泰 (ビジネスコンパス )、楠　房子 (多摩美術大学 )、

稲垣成哲 (神戸大学 )、寺野隆雄 (東京工業大学 )
3B2-I2 サウンドスポット :博物館の展示支援向けスピーカーアレイセンサシステム
 ○中村貴文 ( 東京理科大学 )、佐藤一郎 ( 国立情報学研究所 )、楠　房子 ( 多摩美術大学 )、

稲垣成哲 (神戸大学 )、溝口　博 (東京理科大学 ) 
3B2-I3 幾何証明課題における推論の誤りのインタラクティブな可視化
 ○舟生日出男 (広島大学大学院 )、平嶋　宗 (広島大学大学院 ) 
3B2-I4 学習へのコミットメントを外化・共有化するデジタル運勢ラインシステム
 ○三澤尚久 ( 神戸大学大学院 )、稲垣成哲 ( 神戸大学 )、舟生日出男 ( 広島大学大学院 )、山

口悦司 (宮崎大学 )、出口明子 (神戸大学大学院 /日本学術振興会特別研究員 )  

テーマ：途上国協力の方法と課題 -青年海外協力隊の支援に焦点を当てて -
日　時：8月 20 日 ( 日 )　15:00 〜 17:00　J 会場 (2 号棟 3階 2303 教室 )
オーガナイザー :礒田正美 (筑波大学教育開発国際協力研究センター ) 
概　要 : 途上国協力には次のような方法がある。1) 学術共同研究、2) 留学生教育、3) 青年海外

協力隊、4) プロジェクト方式技術協力 1、2 は文部科学省的な枠組みであり、3、4は国際協
力機構による枠組みである。それぞれに目的が異なるものであるが、連携することで相乗効
果も期待される。従来、大学関係者を軸に考える場合には、1、2、4に注目することが多かっ
たと考える。今回の自主企画課題研究では、青年海外協力隊派遣者から派遣経験、帰国後の
活動の報告を受け、あわせて、1、2、4 のそれぞれの立場から、連携に際して取り組むべき
課題を検討する。 

3B2-J1 青年海外協力隊員の活躍
 礒田正美 (筑波大学教育開発国際協力研究センター )
3B2-J2 青年海外協力隊の現地での活動 :その一事例
 石津美華 (筑波大学教育開発国際協力研究センター ) 
3B2-J3 派遣現職教員の帰国後の活動の可能性について
 上野美奈子 (茨城県龍ヶ崎市立久保台小学校 )
3B2-J4 ICT を利用した国際教育の可能性
 茅野公穂 (筑波大学教育開発国際協力研究センター )
3B2-J5 開発途上国への国際教育協力の展望と課題 - 青年海外協力隊支援の在り方とその諸問題

について -
 小原　豊 (鳴門教育大学教員教育国際協力センター )   
指定討論者 :小原　豊 (鳴門教育大学教員協力国際協力センター ) 

■ 一般研究発表 (口頭発表 )
【第 3日 / 午前】
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セッション :国際比較・国際貢献 (国際支援 )(2)
日　時：8月 20 日 ( 日 )　10:00 〜 11:50　D 会場 (2 号棟 2階 2202 教室 )
座　長：田中賢二 (岡山大学 )、畑中敏伸 (東邦大学 ) 
3G3-D1 フィリピンの科学教師教育に対する国際協力 SBTP と PROBE の比較研究
 畑中敏伸 (東邦大学 )
3G3-D2 マレーシア工科大学、高等専門学校予備教育センターでの物理教育に関する取り組み
 伊藤光雅 (マレーシア工科大学高等専門学校予備教育センター )
3G3-D3 オーストリアの前期中等教育段階における物理教育 - 初等教育段階の教科「事象教授」

との関連 -
 田中賢二 (岡山大学 )
3G3-D4 大韓民国における教育の情報化に関する研究 - 情報化ならびに情報教育の政策の展開に

焦点をあてて -
 清水克彦 (東京理科大学 )、○古川有希子 (東京理科大学理学研究科 )

セッション :科学教育各論 (2)
日　時：8月 20 日 ( 日 )　10:00 〜 11:50　E 会場 (2 号棟 2階 2203 教室 )
座　長：両角達男 (静岡大学 )、垣花京子 (筑波学院大学 ) 
3G3-E1 3D 幾何ソフトを活用した立体幾何教材の開発 - 正多面体ならびに格子モデルの教材の

開発 -
 ○清水克彦 (東京理科大学 )、井上高志 (東京理科大学理学研究科 )
3G3-E2 OECD-PISA の「数学的リテラシー」評価枠組みに見られる H. フロイデンタールの数学教

授論の影響
 伊藤伸也 (筑波大学大学院 )
3G3-E3 中学校数学における 3 次元動的幾何ソフトの利用に関する研究 -「空間図形のカリキュ

ラム」による情意的な効果 -
 新井　仁(長野市立柳町中学校)、伊藤武廣(信州大学)、岩永恭雄(信州大学)、荻原文弘(佐

久長聖中・高等学校 )、小口祐一 (盛岡大学 )、茅野公穂 (筑波大学 )、宮崎樹夫 (信州大学 )、
○両角達男 (静岡大学 )

3G3-E4 中学校数学における 3 次元動的幾何ソフトの利用に関する研究 - 空間図形のカリキュラ
ム開発における新たな可能性 -

 新井　仁(長野市立柳町中学校)、伊藤武廣(信州大学)、岩永恭雄(信州大学)、荻原文弘(佐
久長聖中・高等学校 )、小口祐一 ( 盛岡大学 )、茅野公穂 ( 筑波大学 )、○宮崎樹夫 ( 信州大
学 )、両角達男 (静岡大学 )

3G3-E5 中学校数学における 3次元動的幾何ソフトの利用に関する研究 -「空間図形のカリキュラ
ム」による認知的な効果 -

 新井　仁(長野市立柳町中学校)、伊藤武廣(信州大学)、岩永恭雄(信州大学)、荻原文弘(佐
久長聖中・高等学校 )、小口祐一 ( 盛岡大学 )、○茅野公穂 ( 筑波大学 )、宮崎樹夫 ( 信州大
学 )、両角達男 (静岡大学 )

セッション :教材開発 (3)
日　時：8月 20 日 ( 日 )　10:00 〜 11:50　F 会場 (2 号棟 2階 2206 教室 )
座　長：森田裕介 (長崎大学 )、東條文治 (岐阜大学 ) 
3G3-F1 実験観察学習のための多点同時測定システムの開発
　　○高藤清美 ( 筑波学院大学 )、山野井一夫 ( 筑波学院大学 )、山島一浩 ( 筑波学院大学 )、余

田義彦 (同志社女子大学 )
3G3-F2 教材作成のためのマクストフ望遠鏡の製作
 柚木朋也 (岸和田市立大宮小学校 )
3G3-F3 人工衛星の光度予測 - 人工衛星ナビゲーターを利用した天体観測教材 -
 〇東條文治 (岐阜大学 )、本田和靖 (岐阜大学 )、川上紳一 (岐阜大学 )
3G3-F4 3D カメラを用いた効果的な立体映像教材作成のための基礎的調査
 ○森田裕介 (長崎大学 )、馬場秀徳 (長崎大学 )、山崎将平 (長崎大学 )、藤木　卓 (長崎大学 )

セッション :教育実践・科学授業開発 (5)
日　時：8月 20 日 ( 日 )　10:00 〜 11:50　G 会場 (2 号棟 2階 2207 教室 )
座　長：橋本健夫 (長崎大学 )、人見久城 (宇都宮大学 ) 
3G3-G1 高校生の科学技術に対する意識と科学者参加授業の効果
 ○人見久城 (宇都宮大学 )、伊東明彦 (宇都宮大学 )、沼尻良一 (栃木県立宇都宮高等学校 )
3G3-G2 大型実験装置を題材とした高大連携物理実験授業 「加速器物語」における柔軟な連携形

態模索の実践報告
 ○小山田誠 (東北大学大学院 )、岩崎　信 (東北大学大学院 )、三石　大 (東北大学大学院 )、
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最上忠雄 ( 東北大学大学院 )、長谷川晃 ( 東北大学大学院 )、藤原充啓 ( 東北大学大学院 )、
陳　輝 (東北大学大学院 )

3G3-G3 工科系大学における授業計画を重視した教科教育法の実践について
 ○鍋島尚子 (湘南工科大学 )、二見尚之 (湘南工科大学 )
3G3-G4 学外との交流を組み込んだ教員養成系大学生の協調的な教具制作活動
 ○鈴木真理子 ( 滋賀大学 )、前川紗貴子 ( 滋賀大学 )、西森年寿 ( 東京大学 )、桑原康一 ( 滋

賀大学 )、Walter S. SMITH(Ball State University)
3G3-G5 大学授業におけるポートフォリオ活用の試み II
 ○橋本健夫 (長崎大学 )、林　朋美 (長崎大学 )

セッション :IT・メディア利用の科学教育システム (2)
日　時：8月 20 日 ( 日 )　10:00 〜 11:50  I 会場 (2 号棟 3階 2302 教室 )
座　長：山口悦司 (宮崎大学 )、川村康文 (信州大学 ) 
3G3-I1 小学校理科 e ラーニングサイト「理科ネット」の長期的な利用による評価分析
 ○北澤　武 ( 東京工業大学大学院 / 東京女学館小学校 )、永井正洋 ( 首都大学東京 )、加藤 

浩 (メディア教育開発センター /総合研究大学院大学 )、赤堀侃司 (東京工業大学大学院 )
3G3-I2 画像並置機能を実装したビデオクリップ自動作成システムによる授業実践 - 小学校 6 年生 「結

晶づくりにチャレンジしよう 」 における利用事例と評価 -
 ○藤本雅司 ( 神戸大学発達科学部附属住吉小学校 )、鳩野逸生 ( 神戸大学 )、望月俊男 ( 東

京大学 )、山本智一 (神戸大学発達科学部附属住吉小学校 )
3G3-I3 おやこ de サイエンス :家庭における科学の学習環境の構築
 ○山口悦司(宮崎大学)、中原　淳(東京大学)、望月俊男(東京大学)、西森年寿(東京大学)、

中野真依 (( 株 ) ベネッセコーポレーション )、古田　豊 (NPO 法人ガリレオ工房 )、関根聖
二 (( 株 ) スパイスワークス )、大房潤一 (多摩美術大学 )、山内祐平 (東京大学大学院 )

3G3-I4 現代 GP による e-learning コンテンツの作成 2
 川村康文 (信州大学 )
3G3-I5 身の回りのモノを用いた理科実験のデジタルコンテンツ化とそれを用いての e-learning 

の試み
 ○平方素樹 (信州大学大学院教育学研究科 )、川村康文 (信州大学 )

セッション :科学教育論
日　時：8月 20 日 ( 日 )　10:00 〜 11:50  J 会場 (2 号棟 3階 2303 教室 )
座　長：加茂川恵司 (文部科学省 )、吉岡有文 (東京都立練馬高等学校 ) 
3G3-J1 KEKB 加速器の電子・陽電子入射時における研究者たちのコーディネーション
 吉岡有文 (東京都立練馬高等学校 )
3G3-J2 中学校理科における仮説設定能力の育成に関する研究 −仮説演繹的推論における「仮説」

と「予想」の区別を中心にして−
 ○小林和雄 (筑波大学大学院 /龍ケ崎市立城南中学校 )、大髙　泉 (筑波大学大学院 )
3G3-J3 実行目標の設定とその構造分析
 真貝健一 (埼玉大学 )
3G3-J4 物理量と測定の視覚的表現 -複素数モデリングによる理解 -
 加茂川恵司 (文部科学省初等中等教育局 )

■ 一般研究発表 (ポスターセッション )
日　時：8月 20 日 ( 日 )　10:00 〜 11:50  R 会場 (1 号棟 2階オープンスペース )
座　長：赤堀侃司 (東京工業大学大学院 ) 
3P1-R1 数学の授業における教師の説明の機能 〜説明モデルに基づく分析〜
 ○伊藤貴昭 (慶応義塾大学社会学研究科 )、藤江康彦 (関西大学 )
3P1-R2 化学反応を可視化する - 酢酸とエタノールを用いたエステル化反応 -
 ○生尾　光 (東京学芸大学 )、五十嵐ゆう (東京学芸大学 )、小川治雄 (東京学芸大学 )
3P1-R3 山梨大学 - 山梨県連携事業における高等学校普通教科情報担当教員対象の研修及び授業

研究に関する調査
 ○成田雅博 (山梨大学 )、山下和之 (山梨大学 )
3P1-R4 シニア向けパソコンソフトとパソコン教室が老化防止に与える効果
　　○赤堀侃司 ( 東京工業大学大学院 )、北澤　武 ( 東京工業大学大学院 )、守末　恵 ( 東京工

業大学大学院 )、椿本弥生 (東京工業大学大学院 )、西澤幹雄 (IE インスティテュート (株 ))、
河村直人 (HCN( 株 ))

■ ワークショップ
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3W4-B1 
テーマ : 宇宙・国際宇宙ステーションを素材とした教育実践と支援 - 宇宙は生徒の好奇心に火を

付けられるか -
日　時：8月 20 日 ( 日 )　15:00 〜 17:00  B 会場 (2 号棟 1階 2101 教室 )
担当者氏名 :谷垣文章 (( 独 ) 宇宙航空研究開発機構 )、渡辺勝巳 (( 独 ) 宇宙航空研究開発機構 ) 
概　要 : 宇宙航空研究開発機構 (JAXA) は、講師派遣、コズミックカレッジ、スペースシャトル

での教育実験など、数多くの教育関連活動を行ってきています。これらの活動を通し、謎の
宝庫である宇宙が青少年の好奇心や想像力をかきたて、人類の宇宙への挑戦の過程が冒険心
を刺激していることを実感しています。宇宙という新しい視点で自然や生命に思いをめぐら
せ、その秘密を理解し解明する科学に深い関心を抱いてくれることを期待しています。JAXA
では、国際宇宙ステーションの教育利用をはじめとして、宇宙教育センターを中心に、積極
的な教育関連活動を展開しつつあります。ワークショップでは、「宇宙」への好奇心をかき
たてる教材について、JAXA と現場の先生方と連携して制作した教材や素材内容、さらに、実
際に使用した現場の先生方にその利用法や効果に関する実践報告をして頂きます。また、参
加者には教材を実際に体験して頂くことで、今後の展開方法や連携の形態についての意見交
換を行います。 

■ 展示セッション
　科学教育についての最新の研究成果 ( 教材、実験法、システムなど ) をインタラクティブに展
示します。
日　時：8月 20 日 ( 日 )　10:00 〜 13:00　S 会場 (1 号棟 2階オープンスペース )
3D1-S1 実験観察学習で活用できる小型測定装置の開発
 ○高藤清美 (筑波学院大学 )、余田義彦 (同志社女子大学 )
3D1-S2 身近な家電・情報機器による電磁波体験型創造性育成教材
 藤田寛治 ( 佐賀大学 )、○大津康徳 ( 佐賀大学 )、三沢達也 ( 佐賀大学 )、馬原俊浩 ( 神埼市

教育委員会 )、馬原由美子 (朝日小学校 )
3D1-S3 こんな磁石までつくれるの ?
 ○畑　俊明 (静岡大学 )、葵真実子 (静岡大学 )、石上裕介 (静岡大学 )、森　勇吉 (静岡大学 )
3D1-S4 化学教育のための新しい分子模型教材の開発
 ○藤井　豊 (福井大学 )、上田昌範 (福井ウルテック )
3D1-S5 グループウェア連携型モバイル学習システム「スタディノート・ポケット」
 ○山野井一夫 ( 筑波学院大学 )、余田義彦 ( 同志社女子大学 )、垣花京子 ( 筑波学院大学 )、

荒木　勉 (筑波技術大学 )
3D1-S6 潜望鏡型 DVD 分光器の製作と観測スペクトル画像のチャート化
 ○若林文高 (国立科学博物館 )、小川義和 (国立科学博物館 )、米田成一 (国立科学博物館 )
3D1-S7 物理の学習を対象とした多肢選択問題の誤選択肢及び解説の自動生成
 ○穐山雅史 (広島大学大学院 )、舟生日出男 (広島大学大学院 )、平嶋　宗 (広島大学大学院 )
3D1-S8 ものづくりを通した小学生児童の科学技術離れ・理科離れ対策教育 プログラムの導出
 宮崎　清 (千葉大学 )、○植田　憲 (千葉大学 )
3D1-S9 ピアジェの生涯と業績〜とくに研究法と実験について〜
 原田耕平 (川村学園女子大学 )
3D1-S10  手作り酸素センサの開発と自然探求型実験 -ウミホタルの生物発光と酸素の関わり - 

高橋三男 (東京工業高等専門学校 )

=====================【全日】8月 18 日 ( 金 ) 〜 20 日 ( 日 )===================
■ 企業展示
企業による教材、教具、書籍などの展示・演示を予定しています。
日　時：8月 18 日 ( 金 ) 〜 8 月 20 日 ( 日 )　Q 会場 (1 号棟 1階ロビー )

9 申込み要領
(1) 参加申込み :6 月 5 日 ( 月 ) 〜 8 月 5 日 ( 土 ) の期間、ホームページで参加申込みを受け付
けます。当日参加も受け付けますが、年会実行委員会の事務処理の負担を軽減するため、ホー
ムページでの参加申込みにご協力ください。申込みホームページへは学会ホームページと年会
ホームページからリンクが張られています。

(2) 年会参加費 : 正会員 7,000 円、学生会員 5,000 円 ( 年会論文集 1 冊の代金を含む )。但し、
7 月 14 日 ( 金 ) までに納入の場合は、それぞれ 500 円引きの 6,500 円、4,500 円とします。非
会員 ( 一般 )4,000 円、非会員 ( 学生・院生 )2,500 円 ( 年会論文集の代金は含まず )。参加費
を払うと年会のすべての企画に参加することができます。なお、非会員については参加費の割
引き制度はありません。

(3) 懇親会費 :5,000 円
(4) 年会論文集 (追加購入費 ):1 部 3,500 円
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(5) 論文集送料 : 年会に参加せず、論文集のみを希望される方には年会終了後に送料着払いで送
りします。配達時に送料を配送業者にお支払ください。

(6) 参加費等の送金は、銀行振り込みまたは郵便振替で一人につき 1 枚、送金内訳を明記して合
計金額を振り込んでください。振り込み先は次の通りです。

 銀行口座
　　関東つくば銀行 研究学園都市支店 普通口座 :1231319
　　日本科学教育学会第 30 回年会事務局 垣花京子
　　(ニホンガカクキョウイクガッカイダイ 30 カイネンカイジムキョク カキハナキョウコ )
 郵便振替口座
　　口座番号 :00120-7-585223  口座名称 :日本科学教育学会第 30 回年会実行委員会
　参加費等の振込みは 8 月 5 日 ( 土 ) まで受け付けます。レター誌 No.177（本号）に同封の振替
用紙をご利用ください。これ以降は振込まず、年会当日に受付にてお支払ください。

(7) 宿泊施設の斡旋をつくばコンベンションビューローにお願いしました。案内書はレター誌
No.175 に同封されていたものを使用してください。また、年会ホームページからダウンロード
することもできます。7 月 25 日まで予約を受け付けます。この時期の予約は個人では取りにく
いので、是非ご利用ください。

(8) 弁当の手配はおこないません。年会当日 (3 日間 ) は学生食堂が営業していますのでご利用
ください。

10 委員会
(1) 年会実行委員会
[委員長 ]門脇厚司 (筑波学院大学・学長 )
[ 事務局 ]垣花京子 (筑波学院大学 )( 事務局長 )、高藤清美・山野井一夫 (筑波学院大学 )
[ 実行委員 ] 大髙 泉・吉江森男・礒田正美 ( 筑波大学 )、齊藤達也 ( 茨城県立並木高等学校 )、
大貫和則 ( 茗渓学園中学校高等学校 )、吉田　浩・石黒正美 ( つくば市教育委員会 )、杉田慶也
(つくば市立手代木中学校 )、齊藤敬信 (つくば市立竹園東小学校 )、鈴木惠美子・堀越眞理子 (筑
波学院大学 )

連絡先
　〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻 3-1
　筑波学院大学 情報コミュニケーション学部 日本科学教育学会第 30 回年会実行委員会
　e-mail:jsse30@tsukuba-g.ac.jp TEL:(029)858-6350 FAX:(029)856-0441
(2) 年会企画委員会
[ 委員長 ] 稲垣成哲 ( 神戸大学 )、[ 副委員長 ] 加藤　浩 ( メディア教育開発センター )、[ 年会
担当理事 ] 吉村忠与志 ( 福井工業高等専門学校 )、余田義彦 ( 同志社女子大学 )、[ 幹事 ] 山口
悦司 (宮崎大学 )、[常任委員 ]浅田茂裕 (埼玉大学 )、飯島康之 (愛知教育大学 )、佐伯昭彦 (金
沢工業高等専門学校 )、坂谷内勝 ( 国立教育政策研究所 )、高藤清美 ( 筑波学院大学 )、田代英
俊 (科学技術館 )、森田裕介 (長崎大学 )[ 委員 ]磯﨑哲夫 (広島大学 )、大辻　永 (茨城大学 )、
荻原　彰 ( 三重大学 )、加納寛子 ( 山形大学 )、川村康文 ( 信州大学 )、岸本忠之 ( 富山大学 )、
楠　房子 ( 多摩美術大学 )、久保田英慈 ( 愛知産業大学三河中学校 )、清水欽也 ( 広島大学 )、
鈴木　誠 (北海道大学 )、角　和博 (佐賀大学 )、丹沢哲郎 (静岡大学 )、舟生日出男 (広島大学 )

======================================================================================

年会発表賞に投票を !

 第 30 回年会でも、例年通り、年会発表賞の投票が行われます。一般研究と自主企画課題研究の
発表が対象で、会員は優れた発表に対して 3 件以内を投票により推薦できます。投票が多ければ
多いほど、年会発表賞の価値は高まります。そして、発表者にとって大きな励みとなります。み
なさまの投票をお願い申し上げます。

(年会・学会賞担当理事 吉村、余田 )
======================================================================================

【お願い】発表でパワーポイントを使われる皆さんへ

　発表者が持参されたノートパソコンと会場側で用意したプロジェクタの相性に問題があり、
発表の本番でパソコンが起動しなくなったり、パワーポイントがうまく投影できないトラブル
が毎年何件か起きています。そういう不幸な事態に見舞われても他の人のパソコンを使って発
表だけはできるようにするため、パワーポイントのファイルをUSBメモリに入れて持参するよ
うにして下さい。「転ばぬ先の杖」です。皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。
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　いよいよ最後のご案内となりました。
　2006 年の「若手の会」は、年会前日の 8/17( 木 ) に開催します。
　内容は、「セミナー」と「一般研究発表」の 2本立てです。
　多数のみなさまのご参加をお待ちしています。

■ セミナー：3名の演者と演題が決まりました !
　セミナーのテーマは、ズバリ「科学教育研究の最前線 ( フロントライン )」。理科教育、数学教
育、教育工学の研究分野でご活躍の若手・中堅の方々 3 名を演者としてお迎えし、それぞれの研
究分野のフロントラインについて各 1 時間程度、ご講演いただきます。参加者のみなさまで、こ
のフロントラインを一緒に考えてみましょう。

■ 一般研究発表：全 19 件のインタラクティブなポスター発表です !
　多数のお申し込み、ありがとうございました。一般研究発表は、全 19 件のインタラク
ティブなポスター発表です。発表者と直接ディスカッションしながら、お互いの研究交流
を進めて下さい。どのような発表があるのかについては、本レターの研究会だより、専用
HP<http://human.h.kobe-u.ac.jp/jsse2006/index.html> をご覧ください。

【日時】
　2006 年 8 月 17 日 ( 木 )15 時〜 20 時 ( 年会の前日です )

【場所】
　筑波学院大学 (年会会場と同じです )
　2号棟 1階 2101 教室 (セミナー )
　第 2食堂 (一般研究発表、懇親会 )

【内容】
　14:30 受付開始
　15:00 〜 17:30 セミナー「科学教育研究の最前線 (フロントライン )」
  　司会：
   　森田裕介 (長崎大学 )
  　演者 :
   　望月俊男 (東京大学 )「科学教育を支援するテクノロジ :最近のトレンド」
   　二宮裕之 (埼玉大学 )「数学的記述表現活動とメタ認知・メタ評価」
   　中山 迅(宮崎大学)「「理科って何だ」「子どもって何だ」という問いに答えたるための道のり」
　17:50 〜 18:50 一般研究発表 (ポスター形式 )
　17:50 〜 20:00 懇親会
　(※ 17:50 〜 18:50 は、一般研究発表と懇親会を同時並行で実施します )

【参加費 (懇親会費を含みます )】
　研究会会員 :1,000 円
　当日会員 :1,500 円 ( 研究会報告誌なし )、2,000 円 ( 研究会報告誌あり )

【共催】
　研究会第 6部会 (平成 18 年度第 1回研究会 )

【専用 HP】
　http://human.h.kobe-u.ac.jp/jsse2006/index.html

 若手の会・メーリングリストでは、これまで通り、毎月 1回、メールマガジンを発行しています。
第 18 号は二宮裕之さんの「評価についての雑感」でした。徐々に若手のネットワークが広がっ
ています。次号は、7月中旬に発行予定です。お楽しみに。

 メーリングリストは、非会員の方でも参加できます。科学教育にご関心のある方がお近くにい
らっしゃいましたら、お誘いください。
○登録の申込方法 :担当の山口悦司会員宛 <etuji@cc.miyazaki-u.ac.jp> に、電子メールで「JSSE
若手の会メーリングリスト参加希望」とご連絡ください。

 第 30 回年会「若手の会」企画担当委員 :
 岸本忠之 (富山大学 )kisimoto@edu.toyama-u.ac.jp
 久保田英慈 (愛知産業大学三河中学校 )kubota@asu.ac.jp
 森田裕介 (長崎大学 )ymorita@net.nagasaki-u.ac.jp
 清水欽也 (広島大学 )kinyas@hiroshima-u.ac.jp
 山口悦司 (宮崎大学 )etuji@cc.miyazaki-u.ac.jp

若手の会

若手のみなさま、年会前日の 8/17( 木 ) から、つくばにお越しください !
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理事会だより

日本科学教育学会第 219 回理事会報告 (案 )

( 議事録承認前。要点のみ参考掲載 )

  日　時 2006 年 6 月 17 日 ( 土 ) 14:00 〜 17:00
  会　場 ( 株 ) 内田洋行新川ビル 9F AV ルーム
  出席者 会長 :小川 (正 )
   理事 :磯﨑、伊藤、小川 (義 )、垣花、熊野、小林、坂谷内、猿田、
   　　　藤田、村瀬、吉川、吉田 
   監事 :大髙　オブザーバー :稲垣 (年会企画委員長 )

1. 議事要録 (案 )の承認
　○第 218 回理事会議事要録 (案 )が承認された。

2. 報告事項
1) 庶務・事務局
　○筑波大学朝永振一郎博士生誕 100 年記念事業青少年プログラム「科学の芽」賞・後援名義使

用許可通知を発送した(5月 23日 )。折り返し、筑波大学よりポスターとチラシを受領した(6
月 1 日 )。

　○「物理教育国際会議 2006」後援名義使用許可通知を発送した (5 月 23 日 )。
　○「U-18 科学研究コンクール広報委員」の委嘱状を藤井健司会員、毛利靖会員に送付し (5 月

29 日 )、藤井会員より承諾書を受領した (6 月 2 日 )。
　○投票用紙の返送は、377 通に達した (6 月 2 日 )。
　○役員選挙の開票を行った (6 月 3 日 )。
　○国立情報学研究所より、電子図書館サービス (NII-ELS) における当学会の研究誌等の平成 17

年度の利用統計を受領した (6 月 6 日 )。
　○レター 176 号に U-18 科学研究コンクールの最終案内を同封し、会員に発送した (6 月 15 日 )。
2) 経理・会員
　○来年度会費の請求を行った (6 月 16 日 )。
　○監査会を開催した (6 月 16 日 )。
3) 機関誌編集
　○掲載決定論文
　　第 30 巻第 2号 (和文号 ):2 編 ( 研究論文 1編、プラザ 1編 )
　　第 30 巻第 4号 (英文号 ):2 編 ( 研究論文 1編、実践論文 1編 )
　○改定した査読規定をレター 176 号に掲載した。
　○投稿倫理に反する事例について報告があった。
4) 国際
　○ ICASE2007(オーストラリア・パースにて2007年 7月 8〜 12日開催予定)について案内があった。
　○年会における国際交流委員会主催シンポジウムおよび英語セッションについて報告があった。
5) 支部
　○研究会との再編について、進捗状況の報告があった。
6) 広報
　○レター 176 号を 6月 15 日に発行した。Web 版は同日。
　○レター 177 号は 7月 20 日発行予定。原稿締切は 7月 5日。
7) 年会・学会賞
　○年会企画委員会から、若手の会、U-18 科学研究コンクール等、年会の準備状況について報

告があった。
8) 研究会
　○研究会及び支部会等の再編に伴って学会規則を見直し中であることが報告された。
9) 学術交流
　○教科「理科」関連学会協議会の状況について報告があった。
　○年会の学会企画課題研究に教科「理科」関連学会協議会の非会員の参加する際の旅費や参加

費について、今後検討することになった。
10) 学会 IT 化
　○年会委員会から依頼があった年会受付システムを完成したことが報告された。
　○ J-STAGE の説明会に出席し、英文誌の取扱いについて、IT 化検討委員会と編集委員会への

申し送り事項とすることが報告された。

3. 協議事項
1) 入退会希望者等について
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　○入会希望者 8名、退会希望者 4名を承認した。
　〔入会希望者〕
　3043　木村かおる　日本科学技術振興財団、科学技術館、副主任
　3054　原田光一郎　国立科学博物館、展示・学習部、学習企画担当
　3055　舩田  優　　千葉県立船橋高等学校、教諭、2006 年度入会
　3056　村井　京子　八尾市立刑部小学校、教諭、2006 年度入会
　3058　佐藤　浩次　山梨大学大学院、教育学研究科、学生
　062　東城　秀人　白梅学園高等学校、教諭
　〔退会希望者〕

　0062 弥永　昌吉 0661 黒木　伸明   1549 藍　尚禮   2826 三浦　彩美
　*現在会員数 1,241 名  年度末退会者 36 名を含む。次年度入会 5名を含まない。
 ( 正会員 1,174 名、学生会員 53 名、公共会員 1名、賛助会員 3名、名誉会員 10 名 )
　〔除籍候補者〕(2002 年度会費〜 2005 年度未納 )
　1460 神原　俊治 1466 関下　俊英   1603 糸山　東一   1626 溝田　昌宏
　1669 多田　敬三   1741 人見　功   1824 金田英五郎   1918 溝口　達也
　1924 曽我雅比児   2112 山際　敦嗣   2186 川崎  勝   2261 崔  　允鏡
　2395 李　　英淑  2449 毛利　靖   2505 村木　尚生   2509 保田　育宏
　2541 仲　　律子   2547 長谷川あけみ  2565 田中　照久   2568 桐生　徹
　2575 木村　有希   2578 小林亜登夢   2606 山田　哲弘   2634 高橋　和久
　2645 湯本　文洋   2657 日置　洋平   2659 林  　雄二   2689 廣田　誠一
2) 学会賞の選考結果が報告され、承認された。
3) 選挙管理委員会から役員選挙投票結果について以下の報告があり、承認された。
  投票総数  377 票 ( 内、無効票 4 票 )
　理事候補者 8名、監事候補者 1名を選出した。
4) 次期役員選出について
　○選挙による理事候補者 8名、監事候補者 1名として以下の会員を推薦することとした。
　理事候補者 :飯島康之、稲垣成哲、大髙 泉、小倉 康、丹沢哲郎、中山 迅、東原義訓、益子
典文

　監事候補者 :松原静郎
　○会長推薦理事として以下の 2名を推薦することとした。
  理事候補者 (任期 4年 ): 岩崎秀樹、加藤　浩
5) 評議員候補の推薦について、支部担当理事と相談の上、18 年度の評議員を推薦することとした。
6) 2005 年度収支決算書・2006 年度予算書 (案 )を一部修正して承認した。
7) 第 30 回定時総会の議事案件について一部修正して承認した。
8) 各規程・規定等の名称統一について、今後検討することとした。
9) 各種委員会委員を推薦することとなった。

次回理事会予定
　　第 220 回 :2006 年 8 月 18 日 ( 金 )18 時から 18 時 30 分 筑波学院大学
　　第 221 回 :2006 年 8 月 20 日 ( 日 )12 時から 13 時 筑波学院大学

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　平成 18 年度 第 1回研究会開催のお知らせ
　第 6部会 :インタレスト部会 II
　　　　　　(社会・実践者・研究者の真の協働による新しい科学教育研究の展開 )
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

[ テーマ ]社会・実践者・研究者の真の協働による新しい科学教育研究の展開
[日　時 ]平成 18 年 8 月 17 日 ( 木 )15 時〜 20 時
[ 発表形式 ]研究発表は、ポスター形式のみです (パネルの大きさは、高さ 180cm ×幅 90cm)。
[ 共　催 ]日本科学教育学会 若手の会
[ 内　容 ] 招待セミナーと一般発表の 2 部構成です。招待セミナーでは、「科学教育研究の最前

線 ( フロントライン )」と題して 3 名の気鋭の研究者の方々に、各 50 分程度のご講演
をいただきます。その後、一般発表を実施します。

[会　場 ]筑波学院大学 ( 〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻 3-1)
 会場は、同大学の 2 号棟 1 階 2101 教室及び第 2 食堂となります。なお、これは 8 月

18 日から開催される年会の会場と同じです。アクセスは、筑波学院大学の HP をご参

研究会だより

非 公 開

非 公 開

非 公 開
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照下さい。(筑波学院大学 http://www.tsukuba-g.ac.jp/)
[ 参　加 ]発表の有無にかかわらず参加できます。当日参加も可能です。
[ 参加費 ] ナイトセッションのため軽食を用意しますので、通常の研究会の参加費以外に、食事

代として 1,000 円をお願いします。発表以外の参加者の事前申込は必要ありません。
当時参加可です。なお、年会とは「別会計」ですので、年会参加費と合わせて振り込
みなどしないでください。参加費などの徴収は、すべて当日、会場で行います。

 ・『研究会報告』購読会員 :1,000 円 ( 但し、食事代 1,000 円を含みます )
 ・当日会員 (『研究会報告』付き ):2,000 円 ( 但し、食事代 1,000 円を含みます )
 ・参加のみ (『研究会報告』なし ):1,500 円 ( 但し、食事代 1,000 円を含みます ) 
[ 担　当 ]稲垣成哲 (神戸大学 )、銀島　文 (国立教育政策研究所 )、辻　宏子 (北海道教育大学 )、

久保田英慈 (愛知産業大学三河中学校 )、森田裕介 (長崎大学 )
[ 連絡先 ]〒 657-8501 兵庫県神戸市灘区鶴甲 3 − 11 
 神戸大学発達科学部 稲垣成哲 e-mail:inagakis@kobe-u.ac.jp
[ 研究会専用 HP] http://human.h.kobe-u.ac.jp/jsse2006/index.html( 随時更新しています )

< プログラム >
受付 (14:30 〜 )
● 招待セミナー (15:00 〜 17:30):2 号棟 1階 2101 教室
　「科学教育研究の最前線 (フロントライン )」
　司会 :森田裕介 (長崎大学 )
　　・望月俊男 (東京大学 )科学教育を支援するテクノロジ :最近のトレンド
　　・二宮裕之 (埼玉大学 )数学的記述表現活動とメタ認知・メタ評価
　　・中山　迅 ( 宮崎大学 )「理科って何だ」「子どもって何だ」という問いに答えたるための

道のり
●研究発表 (17:50 〜 18:50): 第 2 食堂
 1. 街外れ星座教室の提唱
  渡辺勇三 (元 JAXA)
 2. サイエンス・コミュニケータとしての理科教師を育てる博物館研修の事例研究 (2): 教師の

教授学的内容知識 (PCK) の分析
  里岡亜紀(高原町立高原中学校)・中山　迅(宮崎大学)・山口悦司(宮崎大学)・串間研之(宮

崎県総合博物館 )・松田清孝 (宮崎県総合博物館 )・山本琢也 (宮崎県総合博物館 )
 3. 科学者と学ぶ生活科の授業 :対話型バーチャル植物園を利用した「野の草花しらべ」
  竹中真希子 ( 大分大学 )・稲垣成哲 ( 神戸大学 )・武田義明 ( 神戸大学 )・黒田秀子 ( 神戸

大学発達科学部附属住吉小学校 /神戸大学大学院 )・大久保正彦 (神戸大学 )
 4. 教育学研究における学校現場と研究者のコラボレーションについて 2
  辻　宏子 (北海道教育大学 )・渋谷　久 (北海道阿歴内中学校 )
 5. 科学・技術的課題に対する市民のエンパワーメント・システムの構築 II −サイエンスカフェ

神戸の創始−
  伊藤真之 ( 神戸大学 )・田中成典 ( 神戸大学 )・蛯名邦禎 ( 神戸大学 )・長坂耕作 ( 神戸大

学 )・近江戸伸子 (神戸大学 )・小笠原史恵 (神戸大学 )・桜井香織 (テクニカルトランスレー
ター )・濱岡理絵 (神戸大学 )

 6. スイスの科学系博物館における学校支援体制 :テクノラマ科学センターを事例として
  溝邊和成(広島大学大学院教育学研究科)・藤井浩樹(県立広島大学)・野上智行(神戸大学)
 7. アートとサイエンスの融合事例に関する研究−子どもプロジェクトの巡回展「ワールドプロ

セッサー」展の事例を中心として−
  清水麻記 ( 九州大学ユーザー・サイエンス機構 )・西村隆彦 ( 九州大学ユーザー・サイエ

ンス機構 )・目黒 実 (九州大学ユーザー・サイエンス機構 )
 8. 対話型美術鑑賞法の科学教育への応用
  勅使河原君江 (神戸大学 )
 9. 兵庫県西宮市における環境教育事業の展開 :こども環境活動支援協会 (LEAF) 設立後の取

り組みを事例とした検討
  三宅志穂 (高知大学 )・稲垣成哲 (神戸大学 )・野上智行 (神戸大学 )
 10. 協同学習の理論と方法を習得するための教師教育プログラムの開発
  大黒孝文(神戸大学発達科学部附属住吉中学校/神戸大学大学院)・竹中真希子(大分大学)・

上田浩司 (神戸大学発達科学部附属住吉中学校 )・東　徹哉 (臼杵市立市浜小学校 )・牧野
治敏 (大分大学 )

 11. 情報教育の現状とこれからの課題 (仮 )
 　加納寛子 (山形大学 )
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 12. 反復再生可能描画システム Polka を用いた概念変化と振り返りの支援—小学校 4 年生「水
のすがた」の事例—

  中西　英 (宮崎市立江平小学校 )・中山　迅 (宮崎大学 )
 13. 遺伝子組換え食品問題に対する社会的意思決定をテーマとした CSCL システム活用型科学

教育カリキュラム :デザインの変更が個人的意見に与えた影響
  坂本美紀 ( 兵庫教育大学 )・稲垣成哲 ( 神戸大学 )・山口悦司 ( 宮崎大学 )・藤本雅司 ( 神

戸大学発達科学部附属住吉小学校 )・山本智一 (神戸大学発達科学部附属住吉小学校 )・竹
中真希子(大分大学)・大島　純(静岡大学)・大島律子(静岡大学)・村山　功(静岡大学)・
中山　迅 (宮崎大学 )・近江戸伸子 (神戸大学 )

 14. 屋外学習支援システムの設計と評価
  円城寺人史 (東京大学大学院 )・Pamela Ravasio( 東京大学大学院 )・杉本雅則 (東京大学

大学院新領域創成科学研究科 )
 15.Web3D と実物模型を併用した多視点型天体教材の開発
  瀬戸崎典夫 (九州大学大学院 )・森田裕介 (長崎大学 )
 16.3D カメラを用いた立体映像教材作成の試作
  森田裕介 (長崎大学 )・馬場秀徳 (長崎大学 )・山崎将平 (長崎大学 )・藤木　卓 (長崎大学 )
 17. 再構成型コンセプトマップ作成ソフトウェアを利用した理科授業のデザイン実験 :「物質

の三態変化」における概念理解に着目して
  出口明子 ( 日本学術振興会特別研究員 / 神戸大学大学院 )・藤本雅司 ( 神戸大学発達科学

部附属住吉小学校 )・桑木房子 (神戸大学研修員 )・山口悦司 (宮崎大学 )・舟生日出男 (広
島大学大学院 )・稲垣成哲 (神戸大学 )

 18. アナロジーを活用した理解深化支援に関する実践的研究 : 中学校理科「電流と電圧」を事
例として

  三澤尚久 ( 神戸大学大学院 )・稲垣成哲 ( 神戸大学 )・舟生日出男 ( 広島大学大学院 )・山
口悦司 (宮崎大学 )・出口明子 (神戸大学大学院 /日本学術振興会特別研究員 )・上田浩司
(神戸大学発達科学部附属住吉中学校 )・大黒孝文 (神戸大学大学院 /神戸大学発達科学部
附属住吉中学校 )

●懇親会 (17:50 〜 20:00): 第 2 食堂 
　懇親会は、研究発表と同時並行で実施します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　平成 18 年度 第 2回研究会開催のお知らせ 発表募集と参加へのお誘い
　第 3部会 :科学教育 ICT 研究部会 (新世紀型理数科系教育と ICT の活用 )
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

[ テーマ ]新世紀型理数科系教育と ICT の活用
[期　日 ]平成 18 年 11 月 25 日 ( 土 )10 時〜 17 時 ( 予定 )
[ 共　催 ]日本科学教育学会九州沖縄支部
[内　容 ]ICT を利用した科学教育研究の発表を幅広く募集する中で、ICT 利用に関する成果と課

題について議論する
[会　場 ]〒 807—8586 北九州市八幡西区自由ケ丘 1番 1号 
 九州女子大学 http://www.kwuc.ac.jp/
[ 交　通 ]JR 鹿児島本線折尾駅 (西口 )( 快速停車駅 )から徒歩 10 分。
     詳細はhttp://www.kwuc.ac.jp/view06.html を参照してください。
[発表申込方法 ]平成 18 年 9 月 22 日 ( 金 )( 予定 )
[ 原稿提出締切 ]平成 18 年 10 月 23 日 ( 月 )( 予定 )
[ ホームページ ]http://www.fukuoka-edu.ac.jp/~sciedu/jsse/ に掲載します。
[参　加 ]発表の有無にかかわらず参加できます。当日参加も可能です。
[ 参加費 ]『研究報告』誌購読会員は無料、当日参加 (『研究報告』誌付き ) は 1,000 円、参加

のみは 500 円、新規購読会員は 4,000 円です。
[担　当 ]宮脇亮介 (福岡教育大学 )
[ 連絡・問合せ先 ]〒 811-4192 福岡県宗像市赤間文教町 1-1 福岡教育大学 理科教育 宮脇亮介
 Tel: (0940)35-1359 Fax: (0940)35-1740 e-mail:miyawaki@fukuoka-edu.ac.jp
[ その他 ]九州沖縄支部と合同開催

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　平成 17 年度 第 6回研究会開催報告
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　標記の研究会 ( 第 1 部会、科学教育戦略研究部会担当 ) は、本学会東海支部および三重大学教
育学部附属教育実践総合センター共催で、平成 18 年 6 月 24 日 ( 土 )9:20 〜 17:15、三重大学総
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合研究棟 II メディアホールを会場として開催された ( 担当 : 下村　勉、須曽野仁志、荻原　彰、
平賀伸夫 )。梅雨の時期、天候が心配されたが幸いにも雨に降られることなく、当日は、三重県内・
東海地区からの参加者に加え、東京・上越・四国からも参加いただき、総数は 46 名となった。
　研究主題は『科学教育のための新しい学習支援の開発と実践』で、これに関連する研究を中心
として合計 16 件の発表があった (プログラムは、レター No.176、p.12 に掲載 )。
　午前の部では、2つのセッションで 8件の研究発表が行われた。渡辺勇三氏 (( 元 ) 宇宙航空研
究開発機構 ) は、小学生へのアンケート結果から星座学習の現状を考察し、長期的な視点に立っ
ての「街角星空教室」を提唱した。穴澤真由子氏 ( 鈴鹿市立旭が丘小学校 ) らは、児童に「学習
用語マップ」を作成・活用させる実践を、種々の学習形態で行いその有効性を検討した。岡田拓
也氏 ( 静岡大学大学院 ) らは「手づくり磁石」の磁気特性の数値シミュレーションを行い、教材
としての新たな可能性を報告した。藤岡達也氏 ( 上越教育大学 ) は、事例に基づいて、地域の自
然景観・歴史遺産を活用した科学教育のための学習支援について考察した。熊野善介氏(静岡大学)
らは、アメリカ・カナダでのe-learningの現状の調査をもとに、理数科教師が主体的に授業を検討・
改善するためのパイロット研究を行い、そのまとめと課題を報告した。原口博之氏 ( 静岡大学大
学院 )らは、米国ウィスコンシン州におけるエネルギー教育プログラム“KEEP”を調査し、その
カリキュラム、財政支援、教師教育について紹介した。Iwan Bell 氏 ( 静岡大学大学院 )らはイ
ンドネシアの理科教師のための研修プログラムにおいて、e-learning を適用する利点や問題点な
どを検討した。大隅紀和氏 ( 京都教育大学名誉教授 ) は、スリランカでの 3 年間にわたって基礎
教育と理数科の教材パッケージを開発・普及の取り組みから、科学教育戦略としての国際教育の
あり方を提案した。
　昼食時には、本学会東海支部の総会が行われ、これまでの活動と今後の予定について話し合われた。
　午後は、特別講演と 2セッション計 8件の研究発表があった。「学習紙芝居からデジタル・ストー
リー・テリングへ」と題して行われた特別講演において、織田揮準氏はこれまでの自分の研究を
振り返り、教育の質的な転換を必要とする研究が学校現場に普及するには時間・忍耐が必要だが、
それこそ研究として取り組む価値があると方向性を示した。三宅志穂氏 ( 高知大学 ) は、高知県
の野外学習施設 ( 高知県総合森林センター情報交流館 ) に着目し、そこに備わっている学習環境
の特色について考察した。伊東正貴氏 ( 鳴門教育大学 ) らは、身近な現象の実験を通して科学教
育を構築することが必要とし、具体的に「ドップラー効果」の実験の導入について検討した。石
内久次氏 ( 鳴門教育大学 ) は科学概念および用語データベースを構築して、教科間における科学
概念の体系的形成過程を解析する方法を検討した。三澤尚久氏 ( 神戸大学大学院 ) らは、学習者
のコミットメントを把握するツールとして用いられてきた「運勢ライン法」をデジタル化した「デ
ジタル運勢ラインシステム」の開発理念と実装について報告した。赤塚美鈴氏 ( 三重県立津高等
学校 ) らは、高校家庭科において、ICT を活用してプレゼンテーションや意見交流を積極的に取
り入れた学習者参加型授業の実践を行い、その成果と問題点を報告した。荻田弘樹氏 ( 四日市市
立八郷西小学校 ) らは子どものコミュニケーション能力・表現力の育成をねらって新たなソフト
ウェア「Squeak」を導入した授業についての実践報告を行い、その成果や支援方法に言及した。
足立照嘉氏 ( ネクストグルーヴ ) らは、中学校におけるロボット製作学習における Jr 特許実践
のために Blog 技術を応用した特許情報共有システムを開発し、実践で使用してシステムの評価
を行った。兼折泰彰氏 (三重大学大学院 )らは、中学校技術科「情報とコンピュータ」において、
ワークショップを導入した参加型教員研修プログラムを開発し、その有効性を検討した。
　さまざまな教科・校種・地域を対象にした実践研究、開発研究、調査研究があり、きわめて多
様で興味深い研究報告がなされた。多様さの中に「身近な体験や実験の重視」「学習者主体の参
加型学習・参加型研修」「思考力・表現力の育成」「ICT、デジタル化、e- ラーニング」などの共
通項も見い出され、今後の科学教育の展開において重要な学習支援の方法を考える有意義な研究
会であったように思われる。 最後に本研究会開催にあたり、ご協力いただいた方々にこの場を借
りてお礼申し上げます。

(文責 :三重大学　下村　勉 )

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　平成 18 年度 日本科学教育学会研究会 開催計画 < 部会別一覧 >
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第 1部会「科学教育戦略研究部会」(部会長 :熊野善介 )
　・テーマ :未定 
　・日　程 :平成 19 年 6 月
　・会場校 :愛知教育大学
　・担当者 :飯島康之 (愛知教育大学 )

第 2部会「科学教育実践創造研究部会」(部会長 :清水　誠 )
　・テーマ :教員の資質向上に寄与する授業研究 (仮 ) 
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日本科学教育学会　研究会事務局
　　　　　　研究会事務局（全体・諸連絡）　
　　　　　　　　　〒 943-8512　新潟県上越市山屋敷町 1　上越教育大学自然系教育講座　小林辰至
　　　　　　　　　TEL&FAX：(025)521-3434　　e-mail：tkoba@juen.ac.jp
　　　　　　研究会事務局（編集・印刷）
　　　　　　　　　〒 943-8512　新潟県上越市山屋敷町 1　上越教育大学学習臨床講座　藤岡達也
　　　　　　　　　TEL：(025)521-3500　　e-mail：fujioka@juen.ac.jp
　　　　　　○発表申込先：開催校担当者または研究会事務局（全体・諸連絡）
　　　　　　○原稿送付先：上越教育大学　藤岡達也　宛
　　　　　　○『研究報告』誌購読料（年会費 4,000 円）振込先：郵便局払込取扱票にて
　　　　　　　加入者名　日本科学教育学会　口座番号　00170-6-85183
　　　　　　○研究会ホームページ：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsse2/activity/session/index.htm

平成 18 年度日本科学教育学会研究会『研究報告』誌購読費納入のお願い

　研究会「研究報告」購読料の請求 ( 払込取扱票同封 ) を行ったところです。下記の口座へお振
込み頂きますようお願いいたします。購読料 (年会費 )4,000 円です。平成 18年度の会計年度は、
平成 18 年 7 月 1 日〜平成 19 年 6 月 30 日となります。なお、ご自分の振込み状況を知りたい方
は tkoba@juen.ac.jp へメールでお問合せください。

　・日　程 :平成 19 年 1 月 13 日 ( 土 ) 10 時〜 16 時
　・会場校 :宇都宮大学 (峰キャンパス内の教室を検討中 )
　・担当者 :人見久城 (宇都宮大学 )

第 3部会「科学教育 ICT 研究部会」(部会長 :山口悦司 )
　・テーマ :科学教育における ICT 利用
　・内　容 : 前年度の部会テーマを継続し、ICT を利用した科学教育研究の発表を幅広く募集す

る中で、ICT 利用に関する成果と課題について議論する。
　・日　程 :平成 18 年 11 月 25 日 ( 土 )( 予定 )
　・会場校 :九州女子大学
　・担当者 :宮脇亮介 (福岡教育大学 )
　・詳細については、科学教育研究レター No.177( 本号 )を参照

第 4部会「科学教育人材養成研究部会」(部会長 :鶴岡義彦 )
　・テーマ :科学教育担当教員の資質・能力を考える (仮 )
　・内　容 : 教員の子ども理解、学習者の社会的相互作用を促す力等々、算数・数学、理科、技

術科など科学教育に当たる教師たちの資質・力量の現状と課題、育成方法を考える。
　・日　程 :平成 19 年 2 月 17 日 ( 土 )
　・会場校 :鎌倉女子大学
　・担当者 :高垣マユミ (鎌倉女子大学 )

第 5部会「インタレスト部会 II」( 部会長 :松本伸示 )
　・テーマ :未定
　・日　程 :平成 18 年 12 月 9 日 ( 土 )( 予定 )
　・会場校 :広島大学
　・担当者 :溝邊和成 (広島大学 )

第 6部会「インタレスト部会 II」( 部会長 :稲垣成哲 )
　・テーマ :社会・実践者・研究者の真の協働による新しい科学教育研究の展開
　・日　程 :平成 18 年 8 月 17 日 ( 木 )15 時〜 18 時 50 分
　・内　容 :セミナー「科学教育研究の最前線 (フロントライン )」と一般発表 (ポスター発表 )

の 2部構成
　・会　場 :筑波学院大学 (年会会場と同じ )
　・担当者:稲垣成哲(神戸大学)、銀島　文(国立教育政策研究所)、辻　宏子(北海道教育大学)、

久保田英慈 (愛知産業大学三河中学校 )、森田裕介 (長崎大学 )
　・その他 :日本科学教育学会・若手の会と共催
　・詳細およびプログラムについては、科学教育研究レター No.177( 本号 )を参照
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「科学教育研究」投稿状況および掲載決定状況　( 平成 18 年 6 月 30 日　現在 )

年　月 新規投稿論文数 掲載決定論文数（掲載号） 掲載拒否（辞退）
論文数和　文 英　文 和　文 英　文

2005 年 6 月  
 7 月 
8 月 
9 月 
10 月 
11 月
12 月

2006 年 1 月
2 月
3 月 
4 月
5 月
6 月

2
3

4

4

2
3
3
3
5
8

1
1
1

2

1

1
1

3(29-2)
2(29-2)
2(29-4)

1(29-4)
1(29-4)

4(30-1)
1(30-1)
1(30-1)

1(30-2)
1(30-2)

1(29-5)

1(29-5)
2(29-5)

1(30-4)
1(30-4)

3
3

1 (2)
1 (1)
  (4)
1 (2)
1 
1 (1)
1 (2)
3

2(1)

編集委員会だより

　前回のレター発行以降編集委員会は開催されていません。現在の編集状況についてご報告いた
します。掲載決定論文は5篇で、第30巻 2号 (和文号)3篇、第30巻 4号 (英文号)2篇です。審
査中の論文は22篇 (和文19篇、英文3篇 )、新規投稿論文は4篇 (和文3篇、英文1篇 )です。 
　特集号の掲載決定論文は0篇です。
　最近1年間の学会誌の編集状況は下の表の通りです。皆様の積極的なご投稿をお待ちしており
ます。編集委員会に対するご意見等がございましたらお知らせ下さい。

　平成 18 年 6 月 24 目、三重大学総合研究棟において、東海支部との合同による日本科学教
育学会研究会 ( 科学教育戦略研究部会 ) が開催され、昼休憩時間を利用して東海支部総会を
開催した。支部総会における主な報告事項、議題は以下のとおりであった。

1. 第 219 回の理事会を中心とした、最近の理事会の報告。特に、支部・研究会・調査研究の
3会務を、研究会事業と地域活性化事業へ改組が検討されていることの報告。

2. 東海支部には、118 名の会員がいること、活動費の状況の報告。
3．H18 年度以降の支部総会開催のローテーションを確認した。また、H18 年度における支部

共催となる研究会を 6月中下旬に計画することとした。
4. 県会長と幹事を確認した。愛知県の幹事は現在後任を人選中であること。

東海支部長　村瀬康一郎 (岐阜大学 )　　(17 年度と 18 年度 )
岐阜県会長　村瀬康一郎 (岐阜大学 )　　幹事 : 益子典文 (岐阜大学 )
三重県会長　下村　勉 (三重大学 )　　　幹事 : 荻原　彰 (三重大学 )
愛知県会長　飯島康之 (愛知教育大学 )　幹事 :
静岡県会長　熊野善介 (静岡大学 )　　　幹事 : 丹沢哲郎 (静岡大学 )

5. その他、意見交換で、
①支部活動活性化のために会員情報を提供してほしい。
②東南アジアへの国際貢献は、特定の人・大学でなくてもできるはず。地方大学でも可能
なので、学会としても戦略的対応をお願いしたい。
等の意見があった。

東海支部長 村瀬康一郎 (岐阜大学 )

支部会だより

平成 17 年度東海支部総会の活動報告 (2006.6.28)
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高校生の科学技術に関する意識と出張授業の効果　　　

人見久城 (宇都宮大学 )

　スーパー・サイエンス・ハイスクールに指定された栃木県立宇都宮高校と連携し、平成 17
年度に 4 名の教員で出張授業を行った。授業は、高校 1 年生を対象として、6 月〜 11 月に計
4 回 ( 各回 90 分 ) 実施した。授業のおもな目的は、自然科学全般を通して科学的なものの見
方や考え方を学び、新しい科学の事象に触れることにより、自然科学に対する興味・関心を
高めることとした。
　これらの授業の効果を検証する手だてとして、内閣府の「科学技術と社会に関する世論調
査」(http://www8.cao.go.jp/survey/h15/h15-kagaku/) から調査項目を利用し、評価を行った。
設問は、例えば「科学をよく身に付ければ一層生活が豊かになる」「日本の学校での理科授業
は生徒の科学的センスを育てるのに役立っている」などの内容をはじめとする 35 問からなる。
本実践におけるおもな結果は、次のとおりである。(1) 科学技術に対する意識 (全 35 問 ) で、
授業前に肯定的回答が多かった設問は14問、否定的な回答が多かったものは6問であった。(2)
授業後に肯定的回答が有意に増加したものは 10 問、否定的回答の有意な増加は 4 問、中立的
回答の有意な増加は 1問であった。(3) 科学者参加授業を受講した生徒は、科学を肯定的にと
らえる回答が増えるとともに、科学技術がもつ危険性についても認識するようになった。将
来の職業として科学や理科を志す回答は増えなかった。
　彼らが理科を学んでいるうちは、科学や技術に関する話題に触れる機会が多いと予想され
るが、卒業後に積極的に触れるようにするかどうかは進路や理科に対する思い ( 好きだった
か嫌いだったか等)によるであろう。科学技術への関心を全国民レベルで持続させるためには、
そのための方法なり仕掛けを考える必要があると思われる。市民の科学技術への理解を深め
る手助けをする専門家として、科学コミュニケーターやインタプリターの養成が始まってい
る。活動の際には、ぜひ学校における理科授業の実態も視野に入れ、理科教師と深く連携し
た活動も充実してほしいと思う。

会員の声

広報委員会からのお知らせ

科学教育研究レター第 177号をお送りいたします。お気づきの点などございましたら、下記メー
ルアドレスまでお知らせください。

担当理事：吉川　厚（NTT データ） 磯﨑哲夫（広島大）　
委　　員：川本佳代（広島市立大） 銀島　文（国立教育政策研究所）　 清水欽也（広島大） 
　　　　　杉本雅則（東京大） 高垣マユミ（鎌倉女子大） 　 高藤清美（筑波学院大） 
　　　　　人見久城（宇都宮大） 山口悦司（宮崎大）
幹　　事：竹中真希子（大分大）

科学教育研究レター編集・印刷

〒 153-8681 東京都目黒区下目黒 6-5-22　国立教育政策研究所内　日本科学教育学会広報委員会

e-mail: jsse-pr@itl.k.u-tokyo.ac.jp

　本学会が加盟しております International Council of Associations for Science Education(ICASE)
ですが以下の2つの会議が予定されています。会員の皆様のご発表、ご参加を宜しくお願い申し上げます。

　　ICASE Asian Symposium 2006
　　Challenges of Educators – 
　　Connecting Science, Mathematics & Technology Education with Community Development
　　28-30, November 2006, Singapore (Submission of Abstracts: August 31, 2006) 
　　http://www.synergyst.com/ICASEAsianSymposium2006.htm 

　　ICASE2007
　　World Conference on Science & Technology Education
　　Sustainable ・ Responsible  ・ Global
　　8-12, July 2007, Sheraton Perth Hotel & Mercedes College, Perth, Australia
　　http://www.worldste2007.asn.au/index.htm

  Science, mathematics and technology advancements are important in developing communities and 
serving needs of people. To encourage active innovation in science and technology to serve community 
needs, science and mathematics education plays a vital role. It is thus important to strengthen 
and develop science and mathematics education to allow our young generation to see more meaning in 
learning the subjects and that it is a social responsibility for them to make use of the science and 
mathematics knowledge they have learnt in school to serve community needs and development. 
  With a focus on this commitment, the Asian symposium aims to bring together like-minded educators 
and researchers who are keen to share ideas and experiences, to explore ways to incorporate 
community awareness into the design and implementation of Science, Mathematics and Technology 
education and system in different learning environments.

国際交流委員会だより


